


区　　分 平成25年度（千円） 平成24年度（千円） 増減率（％）
平成25年度
構成比（％）

平成25年度市民
１人当たり（千円）

一 般 会 計 47,408,725 46,728,124 1.5 60.6 306

下 水 道 事 業 特 別 会 計 20,381,977 20,771,538 △ 1.9 26.0 131

農業集落排水事業特別会計 5,131,771 5,326,273 △ 3.7 6.6 33

土地区画整理事業特別会計 1,263,483 1,494,362 △ 15.5 1.6 8

土 地 取 得 特 別 会 計 60,100 94,760 △ 36.6 0.1 1

水 道 事 業 会 計 4,002,764 4,320,820 △ 7.4 5.1 26

合　　計 78,248,820 78,735,877 △ 0.6 100.0 505

平成25年度一般会計・特別会計決算額の内訳をお知らせします。 
各会計の決算書は、公文書館および市立図書館で閲覧できます。 

問合せ　財政課財政係（内線2421～2426） 

　平成25年度一般会計決算は、歳入決算額が475億3,186万円、歳出決算額が454億9,272万円で、差引額は20億3,914
万円でした。ここから平成26年度へ繰り越すべき財源３億9,127万円を差し引いた実質収支額は16億4,787万円とな
りました。 ※文章および表中の数値については端数処理の関係により、合計が一致しない箇所があります。 

　総額は、前年度比2.6％の増（＋11億9,175万円）となりました。　
　市税は、市民税の減（△２億705万円）があったものの、償却資産等の増加に伴う固定資産税の増（＋２億3,700
万円）などにより、前年度比1.0％の増（＋２億1,983万円）となりました。また、国庫支出金の4.4％の増（＋２億
3,743万円）や県支出金の4.4％の増（＋１億879万円）などにより、歳入総額が増加しました。
　一方、地方交付税は、震災復興特別交付税の減（△１億5,386万円）などにより、前年度比4.8％の減（△２億
9,987万円）となりました。

市税
　市民税、固定資産税、軽自動車税、市たばこ税など 
地方交付税
　所得税などの国税の中から交付されたお金
国庫支出金
　市の事業に対し、国から交付されたお金
市債
　国や金融機関などから借り入れたお金
県支出金
　市の事業に対し、県から交付されたお金
諸収入
　市貸付金の償還金、学校給食費など
繰越金
　前年度から繰り越したお金
地方消費税交付金
　地方消費税から交付されたお金
繰入金
　基金（貯金）などから取り崩したお金など　
寄附金
　個人や企業から市に寄附されたお金　
その他
　地方譲与税、財産収入、分担金および負担金など

　道路や下水道の整備、学校などの公共施設の建設には多額の経費が必要です。これらの財源の一部は、市債とし
て銀行などから借り入れをしています。なお、人口は154,997人（平成26年３月31日現在）で算出しました。

平成25年度　決算の概要をお知らせします

一般会計歳入　475億3,186万円

平成25年度末　市債現在高

用語の解説（歳入）
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区 　 分
平成
25年度

平成
24年度

比 較

経常収支比率 91.0％ 92.4％ △1.4％

公債費負担比率 15.6％ 14.7％ ＋0.9％

財 政 力 指 数 0.87 0.86 ＋0.01

◆経常収支比率…財政の弾力性を示すもので、税収など経常一般財源に
占める、人件費や公債費などの経常的な支出の割合を表すものです。
◆公債費負担比率…公債費がどの程度財政を圧迫しているかを示すもの
で、公債費に充当された一般財源の、一般財源総額に占める割合です。
◆財政力指数…標準的な行政活動を行う財源をどの程度自力で調達でき
るかを示した指標で、１を超えるほど財源に余裕があるとされます。

　総額は、前年度比3.0%の増（＋13億1,330万円）となりました。
　民生費は、生活保護費の増（＋１億3,111万円）があったものの、社会福祉費の減（△２億5,521万円）などによ
り、前年度比1.0%の減（△１億7,155万円）となりました。
　一方、土木費は都市計画費の増（＋４億3,067万円）などにより、前年度比16.5%の増（＋７億747万円）、総務
費は第二庁舎の改修工事の皆増（＋２億135万円）などにより、前年度比13.6%の増（＋６億8,898万円）となりま
した。

民生費 
　年金、生活保護、各種福祉手当、福祉施設、保育園の管理・  
運営などの経費
総務費 
　市役所の管理、徴税事務、戸籍関係事務、選挙、統計調査、
コミュニティの推進などの経費
公債費
　市が借りたお金の返済に充てた経費（元金・利子）
教育費
　小・中学校や幼稚園、図書館、公民館などの経費
土木費
　道路、公園、橋、河川の建設・管理などの経費
衛生費
　健康診断、予防接種、公害対策などの経費
消防費
　消防に関する経費  
その他
　議会費、農林水産業費、商工費、労働費など

　普通建設事業費は第二庁舎の改修工事の皆増（＋２億135万円）などにより、前年度比38.6％の増（＋11億8,556
万円）となりました。一方、人件費は合併削減効果により、前年度比5.2％の減（△４億581万円）となりました。

人件費
　職員給与費などの経費
扶助費
　生活保護費、高齢者・障がい者・児童福祉などの経費
公債費
　市が借りたお金の返済に充てた経費（元金・利子）
普通建設事業費
　道路、公園、学校などの建設にかかる経費
繰出金
　特別会計に支出する経費
物件費
　物品の購入、業務委託などの経費
補助費等
　一般事務組合への負担金、各種団体への補助金にかかる経費
その他
　積立金や貸付金等にかかる経費　

●平成25年度　決算の概要をお知らせします ●

平成25年度の主な財政指標

一般会計歳出（目的別）454億9,272万円

一般会計歳出（性質別）454億9,272万円

用語の解説（歳出）

用語の解説（歳出）
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区　　　分 平成25年度（千円） 平成24年度（千円） 増減率（％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

歳　入 18,948,950 18,250,294 3.8

歳　出 17,635,714 17,174,960 2.7

差引額 1,313,236 1,075,334 22.1

介 護 保 険 特 別 会 計

歳　入 7,946,803 7,563,020 5.1

歳　出 7,837,217 7,370,512 6.3

差引額 109,586 192,508 △　43.1

後期高齢者医療特別会計

歳　入 1,323,340 1,268,354 4.3

歳　出 1,315,760 1,248,286 5.4

差引額 7,580 20,068 △　62.2

下 水 道 事 業
特 別 会 計

歳　入 5,490,556 5,194,405 5.7

歳　出 5,380,008 5,046,889 6.6

差引額 110,548 147,516 △　25.1

農業集落排水事業特別会計

歳　入 902,153 682,709 32.1

歳　出 875,272 660,307 32.6

差引額 26,882 22,402 20.0

土地区画整理事業特別会計

歳　入 583,801 572,883 1.9

歳　出 543,878 563,214 △　3.4

差引額 39,924 9,669 312.9

土 地 取 得 特 別 会 計

歳　入 36,161 36,732 △　1.6

歳　出 36,161 36,732 △　1.6

差引額 0 0 0.0

区　　　分 平成25年度（千円） 平成24年度（千円） 増減率（％）

収 益 的 収 支
収　入 3,871,216 3,809,996 1.6

支　出 3,010,977 3,061,499 △　1.7

資 本 的 収 支
収　入 137,967 193,966 △　28.9

支　出 1,391,625 1,467,114 △　5.1

国民健康保険や下水道などの特定の事業を行うための会計で、特定の収入を特定の支出に充てる会計です。

地方公営企業法の適用を受ける公営企業会計です。

※表中の数値については端数処理の関係により、合計が一致しない箇所があります。

特別会計決算状況特別会計決算状況

企業会計企業会計（（水道事業会計水道事業会計））決算状況決算状況
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久喜市総合振興計画の７つの大綱に従い、紹介します。

4億8,422万円

 4,682万円

9,887万円

1,455万円

3億7,577万円

4,277万円

　「開かれた議会」を実現するため、本会議の映像をイ
ンターネットで配信しました。

　「人間尊重・平和都市」宣言の趣旨を広く市民に周知
するため、広告塔の整備などを行いました。

　国の基準に該当する太陽光発電システムを導入した市
民を対象に補助金を交付しました。

　従来の蛍光灯照明器具から環境に配慮されたＬＥＤ照
明に取り替えました。

　放課後子ども教室を開校している小学校で、学習・ス
ポーツ・文化芸術などの体験活動を行いました。

　市内にある小・中学校の図書室の蔵書を整理し、デー
タベース化しました。

　本庁舎の機能を補完するた
め、仮称第二庁舎として旧幸手
保健所久喜分室の改修工事を行
いました。
※平成25年12月から、建設部が
当該庁舎に移転しました。

　老朽化した公用自動車を環境に配慮した低公害車へ買
い替えました。

　住民サービスを円滑に行うため、住民情報システムを
更改しました。

　埼玉県が実施する健康長寿プロジェクトのモデル事業
として、鷲宮団地を対象とした団地はつらつ運動教室事
業や、体とココロの健康サポート事業などを行いまし
た。 

　中学校卒業までの子どもに対する医療費の一部を支給
しました。

　保育環境の改善等を図るため、市立さくら保育園の改
築工事を行いました。

　農業用排水路等の補修・改修を行いました。 　菖蒲北部地区および菖蒲南部産業団地への企業誘致に
係る奨励金を交付しました。

　高齢者・障がい者などの交通
弱者や公共交通不便地域に住む
方の移動手段を確保するため、
デマンド交通を整備しました。

　来庁する市民の安全を守り、災害時の拠点として活用
するため、本庁舎の耐震補強および改修工事を行いました。

　災害時における情報伝達手段の確保のため、防災行政
無線の整備を行いました。

　久喜駅東口大通りの延伸整備のため、東停車場線の測
量、設計および用地の買収を行いました。

　利便性および排水性を考慮し、西堀・北中曽根線の改
良整備を行いました。

●平成25年度　決算の概要をお知らせします ●

平成25年度の平成25年度の　　主な事業と決算額主な事業と決算額

130万円 164万円議場映像インターネット配信事業 都市宣言推進事業
１　市民が参加し、地域コミュニティ豊かなまち

1,189万円 6,641万円新エネルギー導入事業 各総合支所ＬＥＤ照明整備事業
２　自然とふれあえる、環境に優しいまち  

524万円放課後子ども教室推進事業 学校図書館整備事業
４　心豊かな人材を育み、郷土の歴史文化を大切にするまち

2億135万円1,772万円

3億3,084万円

仮称第二庁舎改修事業低公害車購入事業

住民情報システム更改事業

７　行財政を見直し、改革を進めるまち

476万円健康長寿モデル事業 子ども医療費支給事業
３　子どもから高齢者まで、誰もが健康で安心して暮らせるまち

保育施設更新事業

7,993万円 1億339万円農業用施設補修事業 企業等誘致事業
６　地域の産業が元気で、多彩な企業が集積する豊かなまち 

2,188万円

5,421万円

デマンド交通運行事業 本庁舎耐震化整備事業

防災行政無線整備事業

５　安全で調和のとれた住みよい快適なまち

東停車場線整備事業 西堀・北中曽根線道路改良事業
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新
制
度
に
移
行
す
る
幼
稚
園
や
保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
は
、

教
育
・
保
育
の
必
要
に
応
じ
た
認
定
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
支
給
認
定
は
次
の
３

つ
の
区
分
に
分
か
れ
、
区
分
に
よ
っ
て
利
用

で
き
る
施
設
や
利
用
手
続
き
が
異
な
り
ま

す
。

１
号
認
定
：
教
育
標
準
時
間
認
定

　
３
歳
以
上
で
、
幼
稚
園
等
で
の
教
育
を
希

望
す
る
場
合

【
主
な
利
用
先
】　
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
（
幼
稚
園
部
分
）

※
新
制
度
に
移
行
し
な
い
園
は
、
支
給
認
定

申
請
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

２
号
認
定
：
保
育
認
定

　
３
歳
以
上
で
、保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、

保
育
を
必
要
と
す
る
場
合

【
主
な
利
用
先
】　
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

園
（
保
育
所
部
分
）

３
号
認
定
：
保
育
認
定

　
３
歳
未
満
で
、保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
、

保
育
を
必
要
と
す
る
場
合

【
主
な
利
用
先
】　
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も

園
（
保
育
所
部
分
）
、
地
域
型
保
育
事
業

　
ま
た
、
２
号
認
定
ま
た
は
３
号
認
定
を
受

け
る
場
合
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
就
労
（
月
64
時
間
以
上
）

②
妊
娠
、
出
産　

③
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

④
同
居
の
親
族
（
長
期
入
院
等
を
し
て
い
る

場
合
を
含
む
）
の
介
護
・
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

⑦
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
の
職
業
訓
練
を

含
む
）

⑧
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

⑨
育
児
休
業
中
に
既
に
保
育
し
て
い
る
子
ど

も
が
い
て
継
続
利
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と

⑩
そ
の
他
、
①
か
ら
⑨
に
類
す
る
状
態
と
し

て
市
が
認
め
る
場
合

●
幼
稚
園
（
３
歳
か
ら
５
歳
）

　
幼
児
期
の
教
育
を
行
う
施
設
で
す
。
新
制

度
に
「
移
行
す
る
園
」
と
、
移
行
せ
ず
に

「
現
行
制
度
の
ま
ま
の
園
」に
分
か
れ
ま
す
。

※
市
内
の
私
立
幼
稚
園
（
認
定
こ
ど
も
園
を

除
く
）
は
、
新
制
度
に
移
行
し
ま
せ
ん
の

で
、
各
園
が
定
め
た
手
続
き
に
従
い
、
園

　
に
直
接
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
公
立
幼
稚
園
（
中
央
幼
稚
園
、
栗

橋
幼
稚
園
）
は
、
新
制
度
に
移
行
し
ま
す
。

保
育
を
行
う
施
設
で
す
。

●
認
定
こ
ど
も
園
（
０
歳
か
ら
５
歳
）

　
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
併
せ
持
ち
、

教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
行
う
施
設
で
す
。

●
地
域
型
保
育
事
業
（
０
歳
か
ら
２
歳
）

　
原
則
、
19
人
以
下
の
少
人
数
の
単
位
で
、

保
護
者
が
就
労
等
の
た
め
、
保
育
の
必
要
性

の
あ
る
子
ど
も
を
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
保

育
す
る
事
業
で
す
。

※
受
け
入
れ
年
齢
は
、
各
施
設
で
異
な
り
ま

す
。

　家庭児童相談室では、子どものしつけ、発育・発達、
学校・幼稚園・保育所での困りごと、家庭内や家族関係
の問題など、子育てに係る不安や悩み、心配ごとについ
て、18歳未満の子どもに関することは何でも相談に応じ
ています。
　また、心身の発達や育児環境に心配な点がある子ども
とその保護者に対して、助言や指導を行う教室や、発達
に関する相談および関係機関へ紹介する事業を行ってい
ます。
　相談についての秘密は守られますので、安心してご相
談ください。また、電話での相談も行っています。
※子育てに関する相談は地域子育て支援センター、児童
館、市立保育園、保健センター等でも行っていますの
で、お気軽にご相談ください。（23ページの無料相談
や、24・25ページの健康コーナーをご参照ください。）
受付日時　毎週月～金曜日　９時～16時
※祝日を除く
費用　無料
相談・問合せ　子育て支援課子育て支援係（内線3288）
／各総合支所福祉課（菖蒲・内線145／栗橋・内線247／
鷲宮・内線177）

●
保
育
所
（
０
歳
か
ら
５
歳
）

　
保
護
者
が
就
労
等
の
た
め
、
保
育
の
必
要

性
の
あ
る
子
ど
も
を
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て

３
つ
の
支
給
認
定
区
分

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

平
成
27
年
４
月
ス
タ
ー
ト
！

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
新
制
度
へ

移
行
す
る
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
等
の
利
用
手
続
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　
保
育
課
保
育
係
（
内
線
３
３
２
４
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
４
６

／
栗
橋
・
内
線
２
３
９
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
６
）

利
用
で
き
る
施
設
・
事
業

子育ての不安や悩みを相談してみませんか
～家庭児童相談室～
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幼稚園・
認定こども園
（幼稚園部分）

保育所・認定こども園（保育所部分） 類
　
型

私立 公立 私　立 公　立

認
定
こ
ど
も
園
桜
田
幼
稚
園 

☎
58
・
１
０
０
３

認
定
こ
ど
も
園
栗
橋
さ
く
ら
幼
稚
園 

☎
52
・
５
８
７
１

栗
橋
幼
稚
園 

☎
52
・
３
３
４
６

中
央
幼
稚
園 

☎
22
・
８
５
４
７

鷲
宮
桜
が
丘
保
育
園 

☎
58
・
３
０
０
３

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
だ
保
育
園 

☎
58
・
９
８
９
５

鷲
宮
第
二
保
育
園
分
園 

☎
58
・
１
５
１
０

鷲
宮
第
二
保
育
園 

☎
58
・
１
５
１
０

鷲
宮
保
育
園 

☎
58
・
１
５
１
０

認
定
こ
ど
も
園
さ
く
ら
の
も
り
保
育
園 

☎
52
・
５
８
７
１

な
ず
な
保
育
園 

☎
52
・
５
０
４
７

お
お
し
か
保
育
園 

☎
52
・
５
９
８
８

栗
橋
保
育
園
分
園　

※
新
設
予
定 

☎
52
・
０
０
７
４

栗
橋
保
育
園 

☎
52
・
０
０
７
４

し
ょ
う
ぶ
保
育
園 

☎
85
・
５
８
９
５

お
ば
や
し
保
育
園 

☎
31
・
９
８
８
０

あ
や
め
保
育
園 

☎
85
・
１
５
０
５

お
ひ
さ
ま
保
育
園 

☎
31
・
８
４
４
５

エ
ン
ゼ
ル
東
保
育
園 

☎
21
・
１
０
１
１

エ
ン
ゼ
ル
保
育
園 

☎
22
・
３
３
２
７

た
か
ら
保
育
園 

☎
23
・
２
２
３
３

は
る
み
保
育
園 

☎
21
・
０
２
７
５

中
央
保
育
園
分
園 

☎
21
・
７
８
７
０

中
央
保
育
園 

☎
23
・
６
０
３
０

あ
お
ば
保
育
園 

☎
22
・
２
５
６
６

ひ
ま
わ
り
保
育
園 

☎
22
・
８
２
４
６

す
み
れ
保
育
園 

☎
21
・
０
１
２
０

さ
く
ら
保
育
園 

☎
21
・
０
７
８
７

名
称
／
電
話
番
号

３
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

３
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

４
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

４
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

６
か
月
か
ら
２
歳
ま
で

６
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

２
か
月
か
ら
２
歳
ま
で

２
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

2
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

6
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

3
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

3
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

2
か
月
か
ら
2
歳
ま
で

2
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

２
か
月
か
ら
２
歳
ま
で

3
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

2
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

2
か
月
か
ら
3
歳
ま
で

2
か
月
か
ら
2
歳
ま
で

2
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

2
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

3
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

3
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

1
歳
か
ら
就
学
前
ま
で

6
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

6
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

6
か
月
か
ら
就
学
前
ま
で

保
育
年
齢

新
制
度
に
移
行
し
た
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
（
幼
稚
園
部
分
）
の
利
用
を
希
望
す

る
場
合
（
１
号
認
定
）

保
育
所
、認
定
こ
ど
も
園（
保
育
所
部
分
）、

地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
申
し
込
み
を
す

る
場
合
（
２
号
認
定
・
３
号
認
定
）

平
成
27
年
４
月
か

ら
、
新
た
に
入
園
を

希
望
す
る
場
合

11
月
４
日
㈫
か
ら
受
け
付
け
開
始

既
に
入
園
し
、
引
き

続
き
同
じ
施
設
等
を

利
用
す
る
場
合

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園
部
分
）

に
直
接
利
用
申
し
込
み
を
す
る

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園
部
分
）

か
ら
入
園
の
内
定
を
受
け
る

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園
部
分
）

を
通
じ
て
、
市
へ
支
給
認
定
申
請
書
を
提

出
す
る

※
市
外
の
幼
稚
園
等
に
入
園
を
希
望
す
る

場
合
は
、
内
定
を
受
け
た
ら
直
接
市
へ

提
出
す
る

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園
部
分
）

と
契
約

※
幼
稚
園
と
保
育
所
等
を
併
願
す
る
場
合
は
、

　
２
号
認
定
を
受
け
る
こ
と
を
幼
稚
園
に
も

伝
え
、
了
解
を
得
た
上
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園
部
分
）

を
通
じ
て
、
市
か
ら
認
定
証
が
交
付
さ

れ
る

平
成
27
年
４
月
か

ら
、
新
た
に
入
園
を

希
望
す
る
場
合

11
月
４
日
㈫
か
ら
30
日
㈰
ま
で
受
け
付
け

既
に
入
園
し
、
引
き

続
き
同
じ
施
設
等
を

利
用
す
る
場
合

市
へ
支
給
認
定
申
請

書
と
利
用
申
込
書
等

の
書
類
を
提
出
す
る

現
在
入
園
し
て
い
る

園
を
通
じ
て
、
申
し

込
み
を
行
う

市
か
ら
直
接
認
定
証

が
交
付
さ
れ
る

園
を
通
じ
て
、
市
か

ら
認
定
証
が
交
付
さ

れ
る

保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
所
部
分
）

等
の
利
用
希
望
状
況
等
に
よ
り
、
市
が
利

用
調
整
を
行
う

利
用
施
設
等
が
決
定
す
る

利
用
施
設
等
と
の
契
約

※
認
可
保
育
所
は
、
市
が
契
約
者
と
な
る

※
土
曜
日
を
除
き
、
日
曜
日
は
本
庁
舎
の
み

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

※
支
給
認
定
申
請
書
の
添
付
書
類
は
、
保
育

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
課
で
配
布
す

る
平
成
27
年
度
入
所
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※
地
域
型
保
育
事
業
の
受
け
付
け
は
、
11
月

17
日
㈪
か
ら
12
月
12
日
㈮
ま
で
で
す
。

※
支
給
認
定
申
請
手
続
き
が
必
要
な
施
設
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
中
央
保
育
園
は
改
修
工
事
の
た
め
、
新
規
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
さ
く
ら
の
も
り
保
育
園
の
４
歳
・
５
歳
は
平
成
27
年
4
月
か
ら
受
け
入
れ
予
定
で
す
。

※
市
内
の
地
域
型
保
育
事
業
の
情
報
は
、
保
育
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●子ども・子育て新制度　平成27年４月スタート！●

利
用
手
続
き
の
流
れ

◆
支
給
認
定
申
請
手
続
き
が
必
要
な
市
内
の
施
設
等
一
覧
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所得区分
自己負担限度額

記号
(３回目まで) (４回目以降)

上位所得者（所得600万円超)
150,000円＋（医療費の総額－
500,000円）×１％

83,400円 A

一般（所得600万円以下)
80,100円＋（医療費の総額－
267,000円）×１％

44,400円 B

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円 C

所得区分
自己負担限度額

記号
（３回目まで） （４回目以降）

所得901万円超
252,600円＋（医療費の総額－
842,000円）×１％

140,100円 ア

所得600万円超901万円以下
167,400円＋（医療費の総額－
558,000円）×１％

93,000円 イ

所得210万円超600万円以下
80,100円＋（医療費の総額－
267,000円）×１％

44,400円 ウ

所得210万円以下 57,600円 44,400円 エ

住民税非課税世帯 35,400円 24,600円 オ

※所得とは、総所得金額等から基礎控除額（33万円）を差し引いた金額です。
※４回目以降は、過去12か月以内で４回以上高額療養費に該当した場合の金額です。
※70歳以上の方の高額療養費自己負担限度額の変更はありません。
※記号は限度額適用認定証における適用区分の表示です。

　
現
在
、
有
効
期
限
が
12
月
31
日
の
限
度
額

適
用
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
、
平
成
27

年
１
月
１
日
か
ら
有
効
と
な
る
新
た
な
所
得

区
分
の
限
度
額
適
用
認
定
証
を
12
月
中
に
郵

送
し
ま
す
。

　
高
額
療
養
費
制
度
と
は
、
同
一
月
内
の
医

療
費
の
支
払
い
が
高
額
と
な
り
、世
帯
の「
所

得
区
分
」
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
「
自
己
負

担
限
度
額
」
を
超
え
た
場
合
に
、
限
度
額
を

超
え
た
分
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
27
年
１
月
診
療
分
か
ら
「
自
己
負

担
限
度
額
」
の
「
所
得
区
分
」
が
細
分
化
さ

れ
、
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

・
月
（
１
日
〜
末
日
）
ご
と
の
受
診
で
計
算

し
ま
す
。

・
医
療
機
関
等
へ
の
保
険
診
療
分
の
支
払
い

が
２
万
１
０
０
０
円
以
上
の
費
用
を
合
算

し
ま
す
。

・
医
科
と
歯
科
、
外
来
と
入
院
は
別
々
に
計

算
し
ま
す
。

・
入
院
時
の
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど

の
保
険
適
用
と
な
ら
な
い
費
用
は
対
象
外

で
す
。

【70歳未満の自己負担限度額（月額）】
（平成26年12月まで）

（平成27年１月から)

　
国
民
健
康
保
険
課
で
は
、
高
額
療
養
費
の

支
給
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
「
高
額
療
養
費

支
給
申
請
書
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
発
送

の
時
期
は
、
医
療
機
関
か
ら
提
出
さ
れ
る
レ

セ
プ
ト
（
診
療
報
酬
明
細
書
）
の
確
定
後
と

な
る
た
め
、
受
診
さ
れ
た
月
か
ら
約
３
か
月

後
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
高
額
な
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

で
、
診
療
を
受
け
た
月
か
ら
４
か
月
程
度

経
っ
て
も
申
請
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
ら
れ

る
の
は
、
診
療
を
受
け
た
月
の
翌
月
の
初
日

か
ら
２
年
で
す
。

　
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
請
求
権
の
消
滅
時

効
と
な
り
、
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
あ
ら
か
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で

の
支
払
い
を
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
限
度
額
適
用
認
定

証
は
、
国
民
健
康
保
険
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
市
民
課
窓
口
で
申
請
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る

世
帯
に
つ
い
て
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
を

交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
70
歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
受
給
者
証
の
提

示
に
よ
り
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
動
的
に
自
己
負
担
限
度
額
ま
で
に
と

ど
め
ら
れ
ま
す
。（
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

所
得
区
分
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、

限
度
額
適
用
認
定
証
が
必
要
で
す
。
）

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
自
己
負
担
限
度
額

の
所
得
区
分
判
定
を
行
う
に
あ
た
り
、
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
全
員
（
16
歳
未
満
、
確

定
申
告
お
よ
び
住
民
税
申
告
の
扶
養
・
配
偶

者
控
除
対
象
の
方
は
除
く
）
の
所
得
の
申
告

が
必
要
で
す
。
所
得
が
０
円
の
場
合
で
も
住

民
税
申
告
が
な
い
場
合
は
、
所
得
区
分
最
上

位
と
判
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
民
税
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税

申
告
書
の
提
出
の
み
で
住
民
税
申
告
が
な
い

場
合
も
、
所
得
区
分
最
上
位
と
判
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
国
民
健
康
保
険
課
給
付
係
（
内
線

３
４
４
８
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
２
２
／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／

鷲
宮
・
内
線
１
２
７
）

平
成
27
年
１
月
か
ら
70
歳
未
満
の
方
の

高
額
療
養
費
制
度
が
変
わ
り
ま
す

◆
高
額
療
養
費
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

◆
高
額
療
養
費
の
申
請

◆
限
度
額
適
用
認
定
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

◆
所
得
が
無
く
て
も
住
民
税
申
告
を

　

お
願
い
し
ま
す
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上
手
に
医
療
機
関
に
か
か
る
こ

と
は
、
納
得
の
い
く
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
左
の
10
箇
条
は
、
自
分
の
望
む

医
療
を
選
択
し
て
治
療
を
受
け
る

た
め
に
は
、
ま
ず
は
「
い
の
ち
の

主
人
公
」
、「
か
ら
だ
の
責
任
者
」

と
し
て
の
自
覚
が
大
切
と
い
う
こ

と
で
、
患
者
が
主
人
公
に
な
っ
て

医
療
に
参
加
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
心
構
え
で
医
療
を
受
け
れ
ば

よ
い
の
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
患
者
と
医
療
に
携
わ
る
方
の
そ

れ
ぞ
れ
が
、対
話
と
交
流
に
よ
り
、

良
い
関
係
を
作
る
こ
と
が
大
切

で
、
患
者
に
も
ち
ょ
っ
と
し
た
心

掛
け
が
必
要
で
す
。
左
の
10
箇
条

を
参
考
に
受
診
し
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　
そ
の
他
、
医
療
機
関
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
受
け
付
け
時
間
や
受
診

の
方
法
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
初
め
て
か
か
る
場
合
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
医
療
機
関
に
受
診
の

仕
方
を
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
自
分
の
症
状
を
正
し
く
伝
え
る

と
、
医
師
も
判
断
し
や
す
く
適
切

な
治
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　
過
去
の
病
歴
等
も
含
め
た
自
分

の
体
の
状
態
を
説
明
で
き
る
よ
う

に
、
あ
ら
か
じ
め
整
理
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
整
理
し
た
内
容
と
不
安
に
思
っ

て
い
る
こ
と
等
を
メ
モ
し
て
用
意

し
て
お
く
と
、
医
師
に
、
要
領
よ

く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
医
師
と
良
い
関
係
を
築
く
た
め

に
も
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
で

す
。

　
一
方
で
、
心
配
の
あ
ま
り
、
時

間
を
か
け
て
自
分
の
話
を
聞
い
て

ほ
し
い
と
思
う
も
の
で
す
が
、
ほ

か
に
も
診
察
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
患
者
が
い
る
こ
と
も
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
か
ら
、
治
療
の
方
法
や
、

日
常
生
活
で
気
を
つ
け
る
こ
と
な

ど
、
大
切
な
こ
と
は
メ
モ
を
と
っ

て
お
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
専
門
的
な
話
で
よ
く
分

か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
体
に
関
わ
る
こ
と
で

す
か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
質

問
し
て
納
得
し
て
か
ら
治
療
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

　
今
後
の
見
通
し
が
立
つ
と
、
自

分
が
何
を
す
べ
き
か
分
か
り
ま
す

の
で
、
ど
の
よ
う
に
治
療
を
し

て
い
く
の
か
、
手
術
が
必
要
な
の

か
、
継
続
し
た
治
療
が
必
要
な
の

か
な
ど
、確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
次
の
診
察
で
は
、
「
良
く
な
っ

た
」、「
悪
く
な
っ
た
」、「
変
化
が

な
い
」
と
い
っ
た
状
態
の
変
化
を

医
師
に
伝
え
る
こ
と
が
、
治
療
の

判
断
に
役
立
ち
ま
す
。

　
医
師
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
良
く
し
て
治
療
を
受
け
て

も
、
残
念
な
が
ら
、
必
ず
し
も
全

て
の
病
気
が
完
治
す
る
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
に

よ
っ
て
は
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ

と
が
今
の
医
療
水
準
の
限
界
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
理
解
し
た
上
で
、
医
師
の
助
言

や
提
案
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
納

得
し
て
、
治
療
方
法
を
選
択
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
久
喜
市
を
含
む
利
根
保
健
医
療

圏
で
は
、
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
「
と
ね
っ
と
」
に
よ

る
医
療
連
携
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
と
ね
っ
と
」
の
手
続
き
は
、

健
康
医
療
課
ま
た
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、

「
と
ね
っ
と
」
を
運
営
す
る
協
議

会
宛
て
に
郵
送
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
ほ
か
、
団
体
等

を
対
象
に
、
地
域
に
出
向
い
て

「
と
ね
っ
と
」
の
説
明
と
参
加
申

し
込
み
の
受
け
付
け
を
行
い
ま

す
。

　
出
張
受
け
付
け
を
希
望
さ
れ
る

場
合
に
は
、要
件
を
ご
確
認
の
上
、

健
康
医
療
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
要
件
】

・
地
域
や
団
体
等
で
、
10
人
以
上

の
市
民
が
集
ま
る
こ
と

・
会
場
を
用
意
で
き
る
こ
と

【
出
張
受
付
期
間
】

　
11
月
20
日
㈭
か
ら
平
成
27
年

３
月
31
日
㈫
ま
で
の
月
〜
金
曜

日
（
祝
日
は
除
き
ま
す
。
）
で

９
時
か
ら
16
時
ま
で

※
日
程
は
、
ご
希
望
に
添
え
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
複
数

の
日
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
健
康
医
療
課
地
域
医
療

係
（
内
線
３
４
２
３
）

新・医者にかかる10箇条

１　伝えたいことはメモして準備
２　対話の始まりはあいさつから
３　よりよい関係づくりはあなたにも責任が
４　自覚症状と病歴はあなたの伝える大切な

情報
５　これからの見通しを聞きましょう
６　その後の変化も伝える努力を
７　大事なことはメモをとって確認
８　納得できないときは何度でも質問を
９　医療にも不確実なことや限界がある
10　治療方法を決めるのはあなたです
【出典　ＮＰＯ法人ささえあい医療人権セン
ターＣ

コ ム ル

ＯＭＬ】

～あなたが"いのちの主人公・からだの責任者"～

◆
診
察
中
に
心
掛
け
る
こ
と

◆
診
察
を
受
け
る
準
備

◆
次
の
診
察
に
向
け
て

と
ね
っ
と
参
加
申
し
込
み
の

出
張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

医
療
機
関
を
上
手
に

受
診
し
ま
し
ょ
う
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平成26年４月
現在

平成32年４月
見込み

平成37年４月
見込み

総人口 154,997人 148,403人 143,312人

高齢者（65歳以上）
人口

38,174人 45,211人 46,469人

高齢化率 24.6% 30.5% 32.4%

平成23年
３月現在

平成24年
３月現在

平成25年
３月現在

平成26年
３月現在

要介護認定者数 4,068人 4,284人 4,577人 4,919人

平成23年度 平成24年度 平成25年度

介護給付費
約62億
8,000万円

約68億円
約72億
3,000万円

久喜市 埼玉県平均 全国平均

介護保険料 4,396円 4,506円 4,972円

　
現
在
、
久
喜
市
の
介
護
保
険
料
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
財
政
状
況
見

込
み
を
基
に
決
定
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
料
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
３
年
間
の

財
政
状
況
を
推
計
し
、
決
定
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
現
在
の
久
喜
市
の
高
齢
化
の
状

況
や
、
介
護
保
険
の
状
況
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　
介
護
福
祉
課
保
険
料
・
給
付
係
（
内
線
３
２
６
５
）

　
高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
介
護
を
必

要
と
す
る
方
が
急
速
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、

介
護
期
間
の
長
期
化
や
介
護
す
る
家
族
の
高

齢
化
、
核
家
族
化
の
進
行
に
よ
る
家
族
介
護

機
能
の
低
下
な
ど
、
介
護
問
題
が
よ
り
深
刻

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
社
会
全
体
で
介
護
を
支
え
る
べ
き
と
い

う
考
え
か
ら
、
平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
高
齢
者
自
身
の
希

望
を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
、
そ
の
人
ら
し
い

自
立
し
た
質
の
高
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

社
会
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
理
念
と
し
て
、

「
今
、
介
護
が
必
要
な
人
を
、
元
気
な
人
の

保
険
料
で
助
け
、
自
分
が
介
護
を
必
要
と
し

た
と
き
に
は
、
そ
の
と
き
に
元
気
な
他
の
人

の
保
険
料
で
助
け
て
も
ら
う
」
と
い
う
、
助

け
合
い
の
考
え
方
を
制
度
に
反
映
さ
せ
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
全
国
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
て
、
久

喜
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推

計
に
よ
る
と
、
久
喜
市
の
人
口
は
少
し
ず
つ

減
少
し
て
い
く
一
方
で
、
高
齢
者
（
65
歳
以

上
）
人
口
に
つ
い
て
は
年
々
増
加
し
、
い
わ

ゆ
る
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
平
成

37
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
も
の
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
（
表
１
参
照
）

　
ま
た
、
高
齢
者
の
中
で
も
要
介
護
状
態
と

な
る
可
能
性
が
高
く
な
る
75
歳
以
上
（
後
期

高
齢
者
）
の
人
数
が
大
き
く
伸
び
て
い
く
も

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
介
護
に
必
要
な

費
用
で
あ
る
介
護
給
付
費
は
、
年
々
大
き
く

増
加
し
て
い
ま
す
。
（
表
３
参
照
）

　
介
護
給
付
費
は
、
国
・
県
・
市
の
負
担
金

の
ほ
か
、
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
介
護
保
険
料
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

　
久
喜
市
の
人
口
１
人
あ
た
り
の
介
護
保
険

料
の
基
準
額
は
、
現
在
、
月
額
４
３
９
６
円

で
、
全
国
平
均
や
埼
玉
県
の
平
均
を
若
干
下

回
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
高
齢
化
を
考
え

た
と
き
、
介
護
給
付
費
を
支
え
る
介
護
保
険

料
の
上
昇
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
（
表
４
参
照
）

　
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
の
介
護
保

険
料
は
、
平
成
27
年
５
月
ご
ろ
に
は
、
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
う
し
た
高
齢
者
人
口
の
増
大
に
伴
い
、

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
数
も
年
々
増
加

し
て
い
る
状
況
で
す
。
（
表
２
参
照
）

　
現
在
の
久
喜
市
で
は
、
65
歳
以
上
の
人
口

に
対
す
る
要
介
護
認
定
者
数
の
割
合
（
認
定

率
）
が
、
全
国
平
均
や
埼
玉
県
の
平
均
と
比

べ
て
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
は

比
較
的
「
元
気
な
高
齢
者
」
の
方
が
多
い
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
後
期
高
齢
者
の
人
数
の
伸
び
が

大
き
く
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
て
、
要
介
護

認
定
者
は
今
後
も
増
加
し
て
い
く
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

の
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
制
度

急
速
に
進
む
高
齢
化

今
後
の
介
護
保
険
料

増
加
す
る
要
介
護
認
定
者

久
喜
市
の
介
護
保
険
の
現
状
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

表１　高齢者人口・高齢化率の推移

表２　要介護認定者数の状況

表３　介護給付費の状況

表４　平成24年度から平成26年度の介護保険料（１か月あたりの基準額）
　　　の久喜市・埼玉県平均・全国平均の比較
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◆メール配信サービス
　メール配信サービスは、携帯電話やパソコンに久喜市の情報を電子メールで配信するサービスです。登録方
法や配信内容についてご不明な点は、職員にお気軽にお声掛けください。
問合せ　シティプロモーション課広報広聴係（内線5912）
●登録方法

①メール配信を受ける携帯電話またはパソコンから、次の登録用メールアドレスへ空メールを送信してください。
②空メール送信後、市から返信メールが届きますので、メールに従い登録手続きを行ってください。
●登録用メールアドレス

●メールが届かない方へ

　迷惑メール対策などで受信拒否設定をしている場合や、携帯電話会社の迷惑メールに関するセキュリティが
強化された場合にはメールが届かないことがあります。その場合は、ご使用の携帯電話により、設定方法が異
なりますので、取扱説明書をご覧になるか、各携帯電話会社へお問い合わせください。

◆ツイッター・フェイスブックページ
　市ではツイッターやフェイスブックページを活用して、イベント情報や市政情報、子育て支援情報などをタ
イムリーに発信しています。また、災害時の情報発信ツールとしても活用します。
問合せ　シティプロモーション課広報広聴係（内線5912）

○子育て支援情報
　kuki.kosodate@mpme.jp
　子育て支援行事案内
　予防接種、健診情報など

○安全・安心情報
　kuki.anzen@mpme.jp
　不審者情報、防犯情報など

○市政・イベント情報
　kuki.info@mpme.jp
　市からのお知らせ、
　観光・イベント情報など

○防災行政無線情報
　kuki.bousai@mpme.jp
　防災行政無線の放送内容

●ツイッター
【アカウント】
　Kuki_City_PR
【アドレス】
　http://twitter.com/Kuki_City_PR

●フェイスブックページ
【アカウント】
　久喜市
【アドレス】
　http://www.facebook.com/City.Kuki
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障
が
い
の
あ
る
方
が
そ
の
能
力
と
適
性
に
応
じ
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、「
障
害
者

の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
障
害
者
総
合
支
援
法
）」

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
障
が
い
児
が
身
近
な
地
域
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
児
童
福

祉
法
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
事
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
方
法
、
利
用
者
負
担

等
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
障
が
い
者
福
祉
課
自
立
支
援
係
（
内
線
３
２
４
６
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
４
１
／
栗
橋
・
内
線
２
４
８
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
１
）

【
地
域
の
障
が
い
者
等
の
相
談
に
応
じ
必
要

　

な
情
報
の
提
供
、
助
言
等
】

①
主
に
身
体
障
が
い
者
に
関
す
る
相
談

埼
葛
北
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
き
ら

【
適
切
な
機
関
等
の
情
報
提
供
、
家
庭
療
育

に
関
す
る
相
談
や
支
援
等
】

埼
玉
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
ほ

　
ろ
ば
（
☎
０
４
９
・
２
３
９
・
３
５
５
３

　
／

０
４
９
・
２
３
３
・
０
２
２
３
）

【
本
人
、
家
族
、
関
係
機
関
か
ら
の
相
談

や
、
医
療
と
福
祉
の
一
体
的
な
支
援
】

埼
玉
県
高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
セ
ン

　
タ
ー
（
☎
０
４
８
・
７
８
１
・
２
２
３
６

　
／

０
４
８
・
７
８
１
・
２
２
１
８
）

【
就
職
に
向
け
て
の
準
備
支
援
、
職
場
復
帰

　

に
向
け
て
の
支
援
等
】

久
喜
市
障
害
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
21
・
３
４
０
０
／

26
・
４
８
７

　
０
）

　
ら
（
☎
26
・
９
７
５
３
／

24
・
３
５

　
７
７
）

②
主
に
知
的
障
が
い
者
に
関
す
る
相
談

埼
葛
北
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
き
ら

　
ら
（
☎
26
・
４
８
６
６
／

26
・
４
８
７

　
０
）

埼
葛
北
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
た
い

　
よ
う
（
☎
48
・
７
７
３
１
／

48
・
７
７

　
３
２
）

【
難
病
患
者
の
方
、
そ
の
家
族
か
ら
の
相
談

や
支
援
等
】

埼
玉
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

　
０
４
８
・
７
６
８
・
３
３
５
１
／

０
４

　
８
・
７
６
８
・
２
３
０
５
）

③
主
に
精
神
障
が
い
者
に
関
す
る
相
談

埼
葛
北
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ふ
れ
ん
だ
む
（
☎
36
・
２
６
０
０
／

　
36
・
２
６
０
１
）

埼
葛
北
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ベ
ル

　
ベ
ー
ル
（
☎
25
・
２
７
５
５
／

29
・
３

　
８
８
５
）

⑴
児
童
発
達
支
援　
日
常
生
活
に
お
け
る
基

本
的
な
動
作
の
指
導
、
知
識
技
能
の
付
与
、

集
団
生
活
の
適
応
訓
練
等
の
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

⑵
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　
生
活
能
力
の

向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓
練
、
社
会
と
の
交

流
の
促
進
等
の
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

⑶
保
育
所
等
訪
問
支
援　
保
育
所
等
を
利
用

中
の
障
が
い
児
に
対
し
て
、
集
団
生
活
に
適

応
す
る
た
め
の
専
門
的
な
支
援
等
を
行
い
ま

す
。

　
対
象
者
は
、
身
体
障
が
い
者
（
難
病
等
に

よ
り
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
者
を
含
む
）、知

的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
（
発
達
障
が

い
者
を
含
む
）
、
障
が
い
児
の
方
で
す
。

⑴
介
護
給
付　
障
害
支
援
区
分
が
一
定
以
上

の
方
に
生
活
上
ま
た
は
療
養
上
の
必
要
な
介

護
を
行
い
ま
す
。

　
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）
、
重
度
訪

問
介
護
、
行
動
援
護
、
同
行
援
護
、
短
期
入

所
、
重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
、
療
養
介
護
、

生
活
介
護
、
施
設
入
所
支
援

⑵
訓
練
等
給
付　
身
体
的
ま
た
は
社
会
的
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
就
労
に
つ
な
が
る

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
、
生
活
訓
練
）、就

労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支
援
、
共
同
生
活

援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

⑶
相
談
支
援
給
付　
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

の
作
成
や
、
地
域
生
活
へ
の
移
行
・
定
着
支

援
を
行
い
ま
す
。

　
計
画
相
談
支
援
、
障
が
い
児
相
談
支
援
、

地
域
相
談
支
援

⑷
自
立
支
援
医
療　
障
が
い
の
程
度
を
軽
く

し
た
り
、
取
り
除
い
た
り
す
る
医
療
費
の
本

人
負
担
分
を
給
付
し
ま
す
。

　
更
生
医
療
、
育
成
医
療
、
精
神
通
院
医
療

⑸
補
装
具
費
の
支
給　
失
わ
れ
た
身
体
機
能

を
補
完
、
ま
た
は
代
替
す
る
た
め
の
、
更
生

用
の
用
具
を
購
入
・
修
理
す
る
際
に
補
装
具

費
を
支
給
し
ま
す
。

　
義
肢
、
装
具
、
盲
人
安
全
つ
え
、
眼
鏡
、

補
聴
器
、
車
椅
子
等

⑹
地
域
生
活
支
援
事
業　
障
が
い
者
が
地
域

生
活
を
円
滑
に
送
る
た
め
、
市
が
事
業
を
行

い
ま
す
。

　
相
談
支
援
、
意
思
疎
通
支
援
（
手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
）、日
常
生
活
用
具
の
給
付
、
移
動

支
援
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
入

浴
、
日
中
一
時
支
援
等

障
が
い
児
・
障
が
い
者
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

相
談
窓
口
を
紹
介
し
ま
す

◆
高
次
脳
機
能
障
が
い
に
関
す
る
相
談

◆
障
が
い
者
の
就
労
に
関
す
る
相
談

◆
発
達
障
が
い
に
関
す
る
相
談

◆
障
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
窓
口

◆
難
病
に
関
す
る
相
談

主
な
障
が
い
児
通
所
支
援
サ
ー
ビ
ス

主
な
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
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事務事業の
方向性 件数

現状維持 141

拡大基調 24

改善 13

廃止 12

縮小 3

革新 1

合計 194

長
は

谷
せ

川
がわ

滿
まん

次
じ

郎
ろう

さん
（菖蒲町小林）

　
市
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
と
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
用

の
一
部
助
成
を
追
加
募
集
し
ま
す
。

　
既
存
、
新
築
を
問
わ
ず
助
成
の

対
象
と
な
り
ま
す
が
、
助
成
に
は

制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　
12
月
25
日
㈭

※
受
付
金
額
の
合
計
が
予
算
額
を

　
超
え
た
場
合
抽
選

問
合
せ　
環
境
課
環
境
企
画
係

　
　
　
　
（
内
線
２
８
２
４
）

内
容　
介
護
保
険
認
定
に
係
る
訪

問
調
査

応
募
資
格　
介
護
支
援
専
門
員
の

資
格
を
有
す
る
方
（
要
普
通
自
動

車
運
転
免
許
）

※
介
護
保
険
認
定
調
査
の
経
験
が

　
な
い
方
も
可

勤
務
地　
①
菖
蒲
総
合
支
所　

②

栗
橋
総
合
支
所

募
集
人
数　
各
１
人

採
用
時
期　
平
成
27
年
１
月

勤
務
日　
月
〜
金
曜
日　
８
時
30

分
〜
17
時
15
分
（
週
３
日
以
内
）

報
酬　
日
額
１
万
円

募
集
期
限　
11
月
28
日
㈮　
消
印

有
効

申
込
み
・
問
合
せ　
①
菖
蒲
総
合

支
所
福
祉
課
（
内
線
１
０
７
）

②
栗
橋
総
合
支
所
福
祉
課
（
内
線

２
３
１
）

内
容　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

行
動
計
画
の
策
定
等
の
調
査
審
議

と
苦
情
調
査

応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

※
既
に
五
つ
以
上
の
審
議
会
等
の

委
員
を
兼
任
し
て
い
る
方
は
応

募
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　
３
人

委
員
構
成　
公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
等
（
計
10
人
）

委
員
の
任
期　
委
嘱
日
か
ら
２
年

会
議
開
催
の
予
定　
年
２
回
程
度

報
酬　
日
額
６
０
０
０
円

募
集
期
限　
11
月
26
日
㈬　
消
印

有
効

応
募
方
法
・
問
合
せ　
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話
番

号
・
応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）

を
明
記
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
人

権
推
進
課
男
女
共
同
参
画
係
（
〒

３
４
６

－

８
５
０
１　
所
在
地
記

入
不
要
／
内
線
２
３
２
２
／

22・３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルjinken

@
city.kuki.lg.jp

）
へ

選
考
お
よ
び
結
果　
公
募
選
考
委

員
会
で
選
考
し
、
結
果
は
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

　
市
で
は
、「
市
民
の
視
点
に
立
っ

た
市
政
運
営
」を
達
成
す
る
た
め
、

行
政
評
価
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
平
成
26
年
度
に
実

施
し
た
事
務
事
業
評
価
の
結
果
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
事
務
事
業
評
価

は
、
平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
全

事
務
事
業
を
評
価
対
象
と
し
た
上

で
、
事
業
費
の
大
き
さ
な
ど
に
よ

る
選
別
を
経
て
、
１
９
４
事
業
に

つ
い
て
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果（
事
務
事
業
の
方
向
性
）

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　
詳
し
い
資
料
は
、企
画
政
策
課
、

公
文
書
館
、
中
央
・
菖
蒲
・
鷲
宮

の
各
図
書
館
、
栗
橋
文
化
会
館
図

書
室
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

〜
ス
マ
ホ
、
ネ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

　

正せ
い

負ふ

を
知
り
、
正
し
く
使
え
る

　

大
人
に
な
る
た
め
に
〜

日
時　
11
月
26
日
㈬　
受
け
付
け

13
時
／
13
時
30
分
〜
15
時
45
分

場
所　
鷲
宮
総
合
支
所
４
階
４
０

７
・
４
０
８
会
議
室

内
容　
講
演
「
危
な
い
か
ら
使
う

な
！
」
か
ら
「
上
手
に
使
う
」
へ

講
師　
大お

お

西に
し

久ひ
さ

雄お

さ
ん
（
越
谷
市

教
育
セ
ン
タ
ー
所
長
）

対
象　
小
・
中
学
生
の
保
護
者
、

家
庭
教
育
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

定
員　
70
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間　
11
月
10
日
㈪
〜
21
日
㈮

申
込
方
法
・
問
合
せ　
直
接
ま
た

は
電
話
で
、
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線

３
６
３
）
へ

問
合
せ　
企
画
政
策
課
行
政
管
理

係
（
内
線
２
２
８
６
）

高
齢
者
叙
勲

旭
き
ょ
く

日じ
つ

単た
ん

光こ
う

章
し
ょ
う

（
地
方
自
治
功
労
）

　
昭
和
42
年
か
ら
通
算
４
期
約
15

年
10
か
月
間
、
菖
蒲
町
議
会
議
員

と
し
て
活
躍
さ
れ
、
同
町
議
会
文

教
厚
生
常
任
委
員
会
副
委
員
長
を

務
め
た
ほ
か
、
北
本
地
区
衛
生
組

合
議
会
議
員
も
務
め
る
な
ど
、
町

政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
認
定
調
査
員
募
集

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
用
の
一
部
助
成
追
加
募
集

久
喜
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員
募
集

事
務
事
業
評
価
実
施
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

第
５
回
家
庭
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
が
、
新
た

に
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
受

給
対
象
と
な
り
ま
す
。
（
精
神
病

床
へ
の
入
院
医
療
費
は
対
象
外
）

　
該
当
す
る
方
に
は
、
11
月
中
旬

ご
ろ
に
申
請
の
ご
案
内
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
受
給
資
格
登
録
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
１
月
１
日
以

降
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該

当
し
た
と
き
の
年
齢
が
65
歳
以
上

の
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級

・
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
・
Ｂ

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

・
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
の
一
部

ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
２
級
の
交
付
を
受
け
、
埼

玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
等
の
障
害
認
定
を
受
け
た

※
既
に
受
給
し
て
い
る
方
は
引
き

　
続
き
対
象
と
な
り
ま
す
。
詳
し

　
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　
障
が
い
者
福
祉

課
障
が
い
者
福
祉
係
（
内
線
３
２

４
５
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課

（
菖
蒲
・
内
線
１
０
６
／
栗
橋
・

内
線
２
３
７
／
鷲
宮
・
内
線
１
６

５
）

　
市
で
は
、
進
学
の
意
欲
が
あ
り

な
が
ら
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学

が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
無
利
子

の
入
学
準
備
金
・
奨
学
金
の
貸
し

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貸
付
区
分
と
貸
付
額

○
高
等
学
校
／
専
修
学
校
（
高
等

課
程
）

・
入
学
準
備
金
20
万
円
以
内

・
奨
学
金
（
月
額
）
１
万
円
以
内

○
大
学
／
専
修
学
校（
専
門
課
程
）

・
入
学
準
備
金
50
万
円
以
内

・
奨
学
金
（
月
額
）
１
万
５
０
０

　
０
円
以
内

申
請
期
間　
12
月
１
日
㈪
〜
22
日
㈪

申
請
方
法　
申
請
書
〔
学
務
課

（
菖
蒲
総
合
支
所
内
）
、
教
育
委

員
会
各
分
室
で
11
月
４
日
㈫
か
ら

配
布
。
〕に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

同
配
布
場
所
窓
口
へ

※
条
件
等
の
詳
細
は
、
窓
口
配
布

の
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
学
務
課
学
事
係

　
　
　
　
（
内
線
３
３
２
）

　
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
ま
た
は

養
育
者
家
庭
の
子
ど
も
が
、
中
学

校
へ
入
学
す
る
と
き
に
就
学
支
度

金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額　
１
万
円

支
給
要
件　
次
の
①
か
ら
③
ま
で

の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
養
育
し
て
い
る
子
ど
も
が
、
平

成
27
年
４
月
に
中
学
校
入
学
予

定
で
あ
る
こ
と

②
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

　
（
申
請
者
、
同
居
の
扶
養
義
務

者
が
対
象
）

③
生
活
保
護
受
給
中
で
な
い
こ
と

申
請
期
限　
12
月
26
日
㈮

申
請
方
法
・
問
合
せ　
支
給
申
請

書
（
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
福
祉
課
で
配
布
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
、
子
育
て
支
援
課
医
療
手

当
係
（
〒
３
４
６

－

８
５
０
１

所
在
地
記
入
不
要
／
内
線
３
２
８

６
）
ま
た
は
直
接
、
各
総
合
支
所

福
祉
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
４
５
／

栗
橋
・
内
線
２
３
８
／
鷲
宮
・
内

線
１
６
８
）
へ

　
市
で
は
、
勤
労
者
の
皆
さ
ん
が

市
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の
住

宅
を
新
築
、
増
改
築
、
修
繕
、
模

様
替
え
、
ま
た
は
購
入
す
る
た
め

の
資
金
の
貸
し
付
け
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

対
象　
次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
全

て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
居
住
し

よ
う
と
す
る
方

②
同
一
事
業
所
に
２
年
以
上
勤
務

し
て
い
る
方

③
20
歳
以
上
60
歳
以
下
の
方

○
有
担
保
貸
付

貸
付
金
額　
１
５
０
０
万
円
以
内

貸
付
利
率　
１
・
８
６
５
％

※
別
途
保
証
料
が
掛
か
り
ま
す
。

貸
付
期
間　
25
年
以
内
（
金
額
に

よ
り
短
縮
）

○
無
担
保
貸
付

貸
付
金
額　
５
０
０
万
円
以
内

貸
付
利
率　
２
・
７
１
５
％

※
別
途
保
証
料
が
掛
か
り
ま
す
。

貸
付
期
間　
15
年
以
内
（
金
額
に

よ
り
短
縮
）

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
添
え

　
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
・
問
合
せ　
直
接
、
商

工
観
光
課
商
工
労
働
係
（
内
線
２

８
８
２
）
へ

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の

受
給
対
象
者
が
変
わ
り
ま
す

入
学
準
備
金
・
奨
学
金
の

貸
付
制
度
の
お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学
支
度
金

支
給
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付
制
度
の

お
知
ら
せ
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昨年の祭りの様子

日
時　
11
月
16
日
㈰　
10
時
〜
14
時

※
雨
天
決
行

場
所　
栗
橋
文
化
会
館（
イ
リ
ス
）

／
栗
橋
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

内
容　
農
業
・
商
工
・
環
境
・
福

祉
・
健
康
等
の
各
コ
ー
ナ
ー
で
の

展
示
・
販
売
、
相
談
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
等

主
催　
栗
橋
や
さ
し
さ
・
と
き
め

き
祭
り
実
行
委
員
会

共
催　
久
喜
市
商
工
会
栗
橋
支
所

後
援　
久
喜
市
、
久
喜
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
Ｊ
Ａ
埼
玉
み
ず
ほ
農

業
協
同
組
合
、
久
喜
市
栗
橋
観
光

協
会

問
合
せ　
同
祭
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
栗
橋
総
合
支
所
市
民
課
内

／
内
線
２
１
７
）

　本庁舎の電気工事のため、12月28日
の日曜開庁は、本庁舎、各総合支所と
もにお休みします。平成27年１月４日
からは、通常通り日曜開庁を実施します。
問合せ　企画政策課企画政策係
　　　　（内線2283）

菖蒲地区・鷲宮地区

　小・中学校の児童生徒が、差別のない社会を目指すためにはど
うしたらよいか、日常感じていることや訴えたいこと、学校生活
や将来の夢などを作文発表します。皆さんも人権について考えて
みませんか。
※手話通訳者を配置します。入場料は無料です。

日時　11月15日㈯　受け付け８時30分／９時～12時45分
場所　菖蒲文化会館（アミーゴ）
内容　小・中学生による人権標語・人権作文、少年の主張作文の発
表／アトラクション発表…菖蒲幼稚園「歌」、おおしか保育園「元
気太鼓の演奏」、三箇小学校「劇と紙芝居と歌」、しょうぶアンサ
ンブル教室「演奏」、長龍寺幼稚園「和太鼓の演奏」、菖蒲中学校
「よさこいソーラン」／人権啓発用行

あん

灯
どん

、市内全児童・生徒が作成
した「埼葛10万人メッセージ」と「埼葛10万羽の折鶴」（久喜市
分）の展示、吹き流し、ぺットボトルロケットの掲出、しょうぶ会
館事業の作品等展示
※託児有り　11月13日㈭までに予約
主催　久喜市人権啓発菖蒲実行委員会／後援　久喜市、久喜市教育委員会
問合せ　菖蒲総合支所総務管理課（内線215）

日時　12月13日㈯　受け付け13時／13時10分～16時
場所　鷲宮西コミュニティセンター（おおとり）
内容　小・中学生による人権作文の発表／アトラクション発表…鷲
宮保育園・鷲宮第２保育園「合唱・合奏」、さく☆らだ音楽隊「合
奏」、砂原小学校「合唱」、県立鷲宮高等学校吹奏楽部、太東中学
校吹奏楽部／市内全児童・生徒が作成した「埼葛10万人メッセー
ジ」と「埼葛10万羽の折鶴」（久喜市分）の展示、幼稚園児による
絵画の展示、福祉施設等による展示・販売、啓発品の配布
※託児有り　12月５日㈮までに予約
主催　久喜市人権啓発鷲宮実行委員会／後援　久喜市、久喜市教育委員会
問合せ　鷲宮総合支所総務管理課（内線319）

久喜市合併５周年記念事業

久喜市合併５周年記念事業

「「人権のつどい・少年の主張大会人権のつどい・少年の主張大会」」

久
喜
市
合
併
５
周
年
事
業

平
成
26
年
度 

栗
橋
や
さ
し
さ
・
と
き
め
き
祭
り
開
催

12月28日の日曜開庁は
お休みします

人権人権のつどいのつどい開開催催

「「人権のつどい人権のつどい」」

菖蒲地区

鷲宮地区
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▲耳飾り（上）と

　人
じん

面
めん

付
つき

土
ど

版
ばん

（下）

★保健福祉のために

　M
ム ハ ン マ ド

UHAMMAD　I
イ ド リ ス

DREESさん 金50,000円
　清流会さん 金30,000円
　㈱ADEKA労働組合久喜分会さん 金20,000円

　
地
獄
田
遺
跡
は
菖
蒲
町
小
林
に
所
在
す
る

縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
、
今
か
ら
３
５
０

０
年
か
ら
２
８
０
０
年
前
ご
ろ
の
遺
跡
で
す
。

昭
和
55
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
５
軒
の

住
居
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
地
獄
田
遺
跡
で
は
、
煮
炊
き
に
使
う
縄
文

土
器
、
ド
ン
グ
リ
を
粉
に
す
る
石い

し

皿ざ
ら

と
磨す

り

石い
し

な
ど
生
活
を
し
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
道

具
が
大
量
に
出
土
し
た
一
方
、ア
ク
セ
サ
リ
ー

や
呪じ

ゅ

術じ
ゅ
つ

的て
き

な
道
具
な
ど
多
彩
な
遺
物
も
見
つ

か
り
ま
し
た
。

　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
と
し
て
は
、
耳
飾
り
が
数

多
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。
耳
飾
り
は
耳
た
ぶ

に
穴
を
あ
け
て
は
め
込
む
も
の
で
、
現
代
の

ピ
ア
ス
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

大
き
さ
や
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
見
つ
か
っ
て

い
て
、
な
か
に
は
直
径
が
８
㎝
近
く
も
あ
る

大
型
の
も
の
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

ネ
ッ
ク
レ
ス
に
な
る
勾ま

が

玉た
ま

や
管く

だ

玉た
ま

な
ど
も
見

つ
か
っ
て
い
て
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
着
飾
っ

た
お
し
ゃ
れ
な
縄
文
時
代
の
人
々
の
姿
を
想

像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
呪
術
的
な
儀
式
で
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
道
具
と
し
て
は
、
土ど

偶ぐ
う

、
石せ

き

棒ぼ
う

、
土
版
な

問
合
せ　
郷
土
資
料
館　
☎
57
・
１
２
０
０

ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
遺
跡
が
形
成
さ
れ

た
縄
文
時
代
後
期
・
晩
期
は
、
そ
れ
ま
で
の

温
暖
な
時
代
か
ら
徐
々
に
寒
冷
化
し
て
い
く

時
代
で
し
た
。
ド
ン
グ
リ
な
ど
を
主
食
と
し

て
い
た
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
環
境
変
化
の

影
響
は
大
き
く
、
そ
の
不
安
の
中
で
人
々
は

呪
術
的
な
も
の
に
頼
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
呪
術
的
な
道
具
の
な
か
で
、
珍
し
い
も
の

と
し
て
人
面
付
土
版
が
あ
り
ま
す
。
土
版
は

守
り
札
の
よ
う
な
も
の
で
、
何
と
も
い
え
な

い
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
顔
を
し
て
い
ま
す
。
地
獄

田
遺
跡
の
人
々
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
作
っ

た
の
か
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
み
る
の
も
楽

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
郷
土
資
料
館
で
は
、
地
獄
田
遺
跡
を
紹
介

し
た
「
第
５
回
特
別
展　
発
掘
！
縄
文
時
代

の
む
ら

－

地
獄
田
遺
跡
展

－

」
を
12
月
27
日

㈯
ま
で
開
催
中
で
す
。
縄
文
時
代
の
人
々
が

使
っ
て
い
た
道
具
の
数
々
を
、
実
際
に
ご
覧

く
だ
さ
い
。

福
ふく

士
し

　快
かい

晴
せい

くん（２歳）

（久喜東４）

元気に大きくなってね

矢
や

納
のう

　空
くう

果
み

ちゃん（２歳）

（久喜北２）

もうすぐお姉ちゃん♡

年
金
コ
ラ
ム

国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
の
送
付

　
「
年
末
調
整
」
や
「
確
定
申
告
」
を
行
う

と
き
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
額
は
「
社
会

保
険
料
控
除
」
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
「
社
会
保
険
料
控
除
」
を
受
け
る
た

め
の
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
次
の

時
期
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

○
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
方

　
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
保

険
料
を
納
付
し
た
方

○
平
成
27
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
方

　
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
そ

の
年
の
保
険
料
を
初
め
て
納
付
し
た
方

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は

「
年
金
の
日
」
で
す

　
今
年
か
ら
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
を
活
用

し
て
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見
込
み
額

を
確
認
し
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い
を

巡
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
11
月

30
日
を
「
年
金
の
日
」
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
春
日
部

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
春
日
部
年
金
事
務
所　
☎
０
４
８・

７
３
７
・
７
１
１
２
／
市
民
課
市
民
係
（
内

線
２
６
６
３
）
／
各
総
合
支
所
市
民
課
（
菖

蒲
・
内
線
１
２
１
／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／

鷲
宮
・
内
線
１
２
６
）

連
載　

久
喜
歴
史
だ
よ
り
（
第
37
回
）

縄
文
時
代
の
暮
ら
し
が
わ
か
る

　
　
　
　
　

地じ

獄ご

く

田だ

遺い

跡せ

き
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▲小・中学生による人権作文の発表

▲久喜総合文化会館大ホールを彩った11,246羽（平成26年度分）の折鶴

▲全国小学生陸上競技交流大会（４×100ｍリレー）に

　出場した栢間小学校６年の飯
いい

塚
づか

真
ま

優
ひろ

さん

▲全国中学校水泳競技大会（女子200ｍ自由形）に出場

　した菖蒲中学校２年の平
ひら

川
かわ

桜
さくら

さん

▲全国中学校水泳競技大会（女子100ｍ・200ｍ背泳ぎ)

　に出場した鷲宮中学校２年の染
そめ

谷
や

世
せ

奈
な

さん

　９月13日㈯、久喜総合文化会館で、第26回久喜地
区「平和と人権のつどい」が行われました。
　当日は、人権作文の発表や保育園、幼稚園、小学
校、活動団体などの皆さんによるアトラクションな
どが行われました。
　また、会場内外には45,881羽の折鶴、埼葛10万人
メッセージ、埼葛情の泉、平和の絵画などの児童生
徒の思いが込められた作品が展示されました。

　９月20日㈯、久喜駅西口駅前周辺で、「秋の交通
安全運動出発式・クラシックカーパレード」が行わ
れました。
　歌手のあべ静

しず

江
え

さんが１日警察署長を務め、交通
事故防止を呼び掛けていました。

　全国大会に出場した小・中学生が、９月30日㈫に
田中市長を表敬訪問しました。

　８月22日㈮、「子ども議会」が行われました。
　市内小・中学生18人が子ども議員となり、実際の
市議会と同じ形式で、市政に対する質問を行いまし
た。
　子ども議員は、少し緊張した様子ながらも、堂々
と質問を行い、市長と教育長の答弁に熱心に耳を傾
けていました。

第第2626回回久喜地区久喜地区「「平和と人権のつどい平和と人権のつどい」」

子ども議会子ども議会

秋の交通安全運動出発式・クラシックカーパレード秋の交通安全運動出発式・クラシックカーパレード

小・中学生が市長を表敬訪問小・中学生が市長を表敬訪問
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ＱＲコード

〜
久
喜
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　

ク
の
ご
案
内
〜

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
春
日
部
で
は
、

久
喜
市
民
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
皆
さ
ん
の
仕
事
探
し
を
応
援
す

る
た
め
、
市
と
連
携
し
て
、
市
役

所
２
階
に
「
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
専
任
の
相
談
員
に
よ
る
職
業
相

談
、
冊
子
に
よ
る
求
人
情
報
の
提

供
の
ほ
か
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
方
式

の
求
人
情
報
自
己
検
索
シ
ス
テ
ム

（
パ
ソ
コ
ン
５
台
）
を
導
入
し
、

県
内
お
よ
び
東
京
都
内
の
求
人
情

報
を
検
索
で
き
ま
す
。

※
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
な
ど
の

手
続
き
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

利
用
日
時　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
９
時
〜
17
時

問
合
せ　
久
喜
市
ふ
る
さ
と
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク　
☎
29
・
２
７
６
８

／

22
・
３
１
８
２

　
県
雇
用
対
策
協
議
会
で
は
、
平

成
26
年
度
第
３
次
求
人
企
業
合
同

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
20
日
㈭　
13
時
〜
16
時

場
所　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
４
階
市
民
ホ
ー
ル
（
さ
い
た
ま

市
大
宮
区
桜
木
町
１
の
７
の
５
）

対
象　
平
成
27
年
３
月
に
大
学
・

短
期
大
学
・
専
門
学
校
の
卒
業
が

見
込
ま
れ
る
方
（
卒
業
後
１
〜
３

年
以
内
の
既
卒
者
も
可
）

申
込
み　
不
要

そ
の
他　
入
退
場
自
由
、
来
場
者

全
員
に
参
加
企
業
求
人
情
報
（
参

加
企
業
一
覧
）
を
配
布
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。

問
合
せ　
同
協
議
会　

☎
０
４

８
・
６
４
７
・
４
１
８
５

　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
公
正

な
待
遇
を
確
保
し
、
納
得
し
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
の
主
な
ポ
イ
ン
ト

・
正
社
員
と
の
差
別
的
取
り
扱
い

が
禁
止
さ
れ
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
の
対
象
範
囲
が
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
と
正
社

員
の
待
遇
を
相
違
さ
せ
る
場
合

　
は
職
務
の
内
容
等
を
考
慮
し
て
、

　
不
合
理
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る

「
短
時
間
労
働
者
の
待
遇
の
原

則
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　
埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
４
８
・
６
０
０
・
６
２
１
０

　
県
で
は
、
11
月
を
「
い
じ
め
撲

滅
強
調
月
間
」
に
制
定
し
、
い
じ

め
の
根
絶
に
集
中
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
窓
口

◆
よ
い
子
の
電
話
教
育
相
談

・
子
ど
も
専
用
（
18
歳
以
下
）

☎
０
１
２
０
・
86
・
３
１
９
２

・
保
護
者
専
用

☎
０
４
８
・
５
５
６
・
０
８
７
４

受
付
時
間　
24
時
間
３
６
５
日
対
応

・
Ｅ
メ
ー
ルsoudan@spec.ed.jp

◆
埼
玉
県
警
察
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ

　

ン
タ
ー

・
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
ー
ナ
ー

☎
０
４
８
・
８
６
１
・
１
１
５
２

受
付
時
間　
月
〜
土
曜
日　
８
時

30
分
〜
17
時
15
分
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

◆
子
ど
も
ス
マ
イ
ル
ネ
ッ
ト

☎
０
４
８
・
８
２
２
・
７
０
０
７

受
付
時
間　
毎
日　
10
時
30
分
〜

18
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
埼
玉
い
の
ち
の
電
話

・
こ
ど
も
ラ
イ
ン
（
18
歳
以
下
）

☎
０
４
８
・
６
４
０
・
６
４
０
０

受
付
時
間　
金
・
土
曜
日　
15
時

〜
21
時
30
分

・
相
談
電
話

☎
０
４
８
・
６
４
５
・
４
３
４
３

受
付
時
間　
24
時
間
３
６
５
日
対
応

◆
さ
い
た
ま
チ
ャ
イ
ル
ド
ラ
イ
ン

・
子
ど
も
専
用
（
18
歳
以
下
）

☎
０
１
２
０
・
99
・
７
７
７
７

受
付
時
間　
毎
日　
16
時
〜
21
時

（
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
埼
玉
県
こ
こ
ろ
の
電
話

☎
０
４
８
・
７
２
３
・
１
４
４
７

受
付
時
間　
月
〜
金
曜
日　
９
時

〜
17
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

問
合
せ　
県
青
少
年
課　
☎
０
４

８
・
８
３
０
・
５
８
５
８

　
「
交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
迫
な

ど
の
被
害
に
遭
い
、
警
察
や
検
察

庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
納

得
で
き
な
い
。
」
と
い
う
よ
う
な

方
の
た
め
に
、
検
察
官
の
し
た
処

分
の
正
当
性
を
審
査
す
る
機
関
と

し
て
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
11
人
の
審
査

員
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持
つ
皆
さ

ん
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば
れ
ま

す
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら
、

市
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
ド
ラ
マ
形
式
で
紹

介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所

内
さ
い
た
ま
第
一
検
察
審
査
会
事

務
局　
☎
０
４
８
・
８
６
３
・
８

７
１
４

仕
事
を
お
探
し
の
方
へ

第
３
次
求
人
企
業
合
同
面
接
会

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

11
月
は
「
い
じ
め
撲
滅

強
調
月
間
」
で
す

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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お知らせお知らせ
久喜市役所 ☎22ー1111

菖蒲総合支所 ☎85ー1111

栗橋総合支所 ☎53ー1111

鷲宮総合支所 ☎58ー1111



　
県
で
は
、
新
た
な
事
業
に
取
り

組
む
中
小
企
業
や
事
業
者
に
対
し
、

中
小
企
業
診
断
士
な
ど
の
専
門
家

を
派
遣
し
て
経
営
計
画
の
作
成
と

実
行
を
支
援
す
る
制
度
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
で
、
自

社
の
強
み
や
弱
み
を
認
識
す
る
と

と
も
に
、「
い
つ
」「
誰
が
」「
何

を
」
す
べ
き
か
、
経
営
課
題
を
明

確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
新
た
な
取
り
組
み
を
思
案
中
の

中
小
企
業
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
経
営
革
新
計
画
を
作
成
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　
県
産
業
支
援
課
経
営
革

新
支
援
担
当　
☎
０
４
８
・
８
３

０
・
３
９
１
０

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

事
業
主
が
、
労
働
者
の
働
い
た
日

数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証

紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労

働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を

や
め
た
と
き
に
同
共
済
か
ら
退
職

金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業

界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
者　
建
設
業
を

営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者　
建
設
業
の

現
場
で
働
く
方

掛
金　
日
額
３
１
０
円

問
合
せ　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機

構
埼
玉
支
部　
☎
０
４
８
・
８
６

１
・
５
１
１
１

〜
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
買
わ
な
い
！

　

使
わ
な
い
！　

か
か
わ
ら
な

　

い
！
〜

　
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
・
大
麻
・
危

険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
薬
物
乱
用

は
、
個
人
の
問
題
に
と
ど
ま
ら

ず
、
社
会
全
体
に
計
り
知
れ
な
い

危
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
特
に
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
乱
用
が
若
者
を

中
心
に
広
が
っ
て
い
て
、
使
用
者

本
人
の
健
康
被
害
や
二
次
的
な
死

傷
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
、「
合
法
ハ
ー

ブ
」
、
「
お
香
」
、
「
ア
ロ
マ
」

な
ど
、
一
見
違
法
な
薬
物
で
は
な

い
か
の
よ
う
に
販
売
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
実

際
に
は
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
、
ま
た

は
そ
れ
ら
に
似
た
作
用
を
も
つ
化

学
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
絶
対
に
買
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
薬
物
乱
用
は
自
分
の
人
生
だ
け

で
な
く
、
家
族
な
ど
周
り
の
人
た

ち
の
人
生
ま
で
も
狂
わ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。
正
し
い
知
識
を
身
に
付

け
、
薬
物
乱
用
を
根
絶
し
ま
し
ょ

う
。
薬
物
で
お
困
り
の
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
危
険
ド

ラ
ッ
グ
販
売
店
舗
に
関
す
る
情
報

等
を
お
持
ち
の
方
は
、
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
幸
手
保
健
所　
☎
42
・

１
１
０
１
／
県
薬
務
課　
☎
０
４

８
・
８
３
０
・
３
６
３
３

　
11
月
か
ら
３
月
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
が
流
行
す
る
季
節
で
す
。
昨
年

度
は
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る
食

中
毒
17
件
の
う
ち
、
14
件
が
こ
の

期
間
に
発
生
し
ま
し
た
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
嘔お

う

吐と

や
下
痢
、

発
熱
な
ど
が
主
な
症
状
で
す
。
基

本
的
な
予
防
対
策
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
外
出
後
や
食
事
の
前
、
ト
イ
レ

　
の
後
な
ど
は
、
手
指
に
つ
い
た

　
ウ
イ
ル
ス
を
せ
っ
け
ん
と
流
水

　
で
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

②
加
熱
調
理
す
る
料
理
は
中
心
部

ま
で
十
分
に
火
を
通
し
ま
し
ょ

う
。

③
症
状
が
な
く
て
も
便
に
は
１
週

　
間
程
度
ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ

　
ま
す
。
手
洗
い
を
励
行
し
ま

　
し
ょ
う
。

④
嘔
吐
物
や
便
に
は
多
量
の
ウ
イ

ル
ス
が
存
在
し
ま
す
。
嘔
吐
物

や
便
を
片
付
け
る
場
合
に
は
、

マ
ス
ク
や
使
い
捨
て
手
袋
、
エ

プ
ロ
ン
を
使
用
し
て
行
い
、
汚

れ
た
場
所
は
塩
素
系
の
薬
剤
で

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　
幸
手
保
健
所　
☎
42
・

１
１
０
１

　
看
護
師
を
目
指
す
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

○
一
般
入
学
試
験（
社
会
人
含
む
）

出
願
期
間　
Ａ
試
験　
11
月
11
日

㈫
〜
21
日
㈮
／
Ｂ
試
験　
平
成
27

年
１
月
６
日
㈫
〜
16
日
㈮
／
Ｃ
試

験　
平
成
27
年
２
月
10
日
㈫
〜
20
日

㈮　
ど
ち
ら
も
消
印
有
効

試
験
日　
Ａ
試
験　
12
月
６
日
㈯

／
Ｂ
試
験　
平
成
27
年
１
月
31
日

㈯
／
Ｃ
試
験　
平
成
27
年
２
月
28

日
㈯

試
験
会
場　
同
校
（
本
町
５
の
10

の
12
）

試
験
科
目　
国
語
総
合
（
古
文
・

漢
文
を
除
く
）
、
英
語
Ｉ
・
Ⅱ
、

面
接

出
願
資
格　
①
高
等
学
校
を
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方　
②
大

学
入
学
資
格
検
定
ま
た
は
高
等
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合
格
し

た
方　
③
①
・
②
と
同
等
以
上
の

学
力
と
認
め
ら
れ
た
方

※
②
・
③
は
平
成
27
年
４
月
１
日

　
現
在
で
18
歳
以
上
の
方

問
合
せ　
同
校
事
務
局　

　
　
　
　
☎
23
・
３
１
３
１

が
ん
ば
る
中
小
企
業
・

事
業
者
を
応
援
し
ま
す

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止

運
動
（
11
月
30
日
ま
で
）

建
設
業
退
職
金

共
済
制
度
の
お
知
ら
せ

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

食
中
毒
に
ご
用
心

久
喜
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生
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親
子
で
ヤ
キ
イ
モ
を
し
ま
せ
ん

か
。
豚
汁
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日
㈯　
10
時
〜
11

時
30
分

※
雨
天
決
行

場
所　
花
と
香
り
の
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー

費
用　
大
人
２
０
０
円
／
子
ど
も

（
２
歳
以
上
）
１
０
０
円

持
物　
軍
手

申
込
み　
不
要

問
合
せ　
「
ハ
ッ
ピ
ー
！
」
☎
０

８
０
・
６
６
７
３
・
６
２
０
４

そ
の
他　
サ
ツ
マ
イ
モ
を
ご
提
供

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
（
少
量
で
も
結
構
で
す
。
）

　
県
民
の
日
に
ち
な
み
、
「
つ
な

ぐ
」
を
統
一
テ
ー
マ
と
し
て
参
加

総
数
１
３
１
の
商
店
街
が
一
斉
に

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　
市
内
で
も
栗
橋
地
区
で
、
栗
橋

ひ
め
プ
ラ
ザ
協
同
組
合
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
程　
①
11
月
14
日
㈮　
９
時
〜

20
時　
②
11
月
15
日
㈯　
12
時
〜

15
時

場
所　
ク
ラ
ッ
セ
く
り
は
し
（
栗

橋
ひ
め
プ
ラ
ザ
協
同
組
合
内
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
）

内
容　
①
福
引　
②
音
楽
祭
（
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
津
軽
三
味
線
、

サ
ン
バ
パ
レ
ー
ド
な
ど
）

主
催　
埼
玉
県
商
店
街
振
興
組
合

連
合
会
、
栗
橋
ひ
め
プ
ラ
ザ
協
同

組
合

問
合
せ　
同
組
合

　
　
　
　
☎
53
・
０
８
２
１

日
程　
11
月
19
日
㈬　
12
時
〜
16

時
30
分
／
11
月
20
日
㈭　
９
時
30

分
〜
15
時
30
分

※
講
話
は
19
日
13
時
〜
13
時
40
分

場
所　
久
喜
総
合
文
化
会
館
広
域

文
化
展
示
室

内
容　
手
芸
・
書
道
・
陶
芸
・
絵

画
等
の
展
示
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
講
話
、
会
員
に
よ
る
介
護

体
験
談

問
合
せ　
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉

係
（
内
線
３
２
２
３
）

　
第
64
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会
に

入
選
し
た
作
品
の
う
ち
、
市
内
在

住
の
方
の
作
品
を
公
開
し
ま
す
。

日
程　
11
月
21
日
㈮
〜
24
日
㉁

９
時
30
分
〜
16
時
30
分

※
初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終
日
は

　
15
時
ま
で

場
所　
久
喜
総
合
文
化
会
館
広
域

文
化
展
示
室

内
容　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
写
真

入
場
料　
無
料

問
合
せ　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興

係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３

６
９
）

日
程　
11
月
23
日
㈷
・
30
日
㈰
、

12
月
７
日
㈰
・
14
日
㈰　
全
４
回

〜
県
民
の
日
協
賛
行
事
〜

　
下
水
道
施
設
を
開
放
し
、
探
検

ツ
ア
ー
を
行
い
ま
す
。
見
学
し
な

が
ら
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
ク
イ
ズ

に
答
え
る
と
景
品
が
も
ら
え
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日
㈰　
10
時
〜
15
時

場
所　
古
利
根
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

（
吉
羽
７
７
２
の
１
／
久
喜
駅
東

口
か
ら
徒
歩
20
分
）

申
込
み　
不
要
（
実
施
時
間
内
に

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
）

問
合
せ　
（
公
財
）
埼
玉
県
下
水

道
公
社
古
利
根
川
支
社　
☎
22
・

３
８
１
９

10
時
〜
12
時

場
所　
総
合
第
２
体
育
館

定
員　
20
人
（
申
込
順
）

費
用　
５
０
０
円
（
傷
害
保
険
料

を
含
む
）

服
装　
動
き
や
す
い
服
装
、
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
な
ど

※
鳴
子
は
貸
与
し
ま
す
。

申
込
期
間　
11
月
10
日
㈪
〜
21
日
㈮

申
込
方
法
・
問
合
せ　
は
が
き
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
久
喜
よ
さ
こ
い
連
盟　
山や

ま

谷や

信の
ぶ

義よ
し

（
〒
３
４
６

－

０
０
１
４

久
喜
市
吉
羽
２
の
８
の
30
／
☎
22・

２
８
３
３
／
Ｅ
メ
ー
ルn.yam

aya
@
tcat.ne.jp

）
へ

日
時　
12
月
６
日
㈯　
10
時
〜
15

時
30
分

場
所　
鶴か

く

寿じ
ゅ

荘そ
う

介
護
老
人
福
祉
施

設
（
北
青
柳
１
３
６
４
）

内
容　
高
齢
者
の
身
体
的
特
徴
に

伴
う
食
事
に
つ
い
て
、
介
護
食
の

レ
シ
ピ
紹
介
・
実
践
・
試
食

対
象　
高
校
生
以
上

定
員　
20
人
（
申
込
順
）

費
用　
無
料
／
施
設
の
食
事
を
希

望
す
る
方
は
３
５
０
円

申
込
期
間　
11
月
11
日
㈫
〜
28
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　
鶴
寿
荘　
☎

23
・
６
２
８
８

※
こ
の
事
業
は
市
と
子
育
て
ネ
ッ

　
ト
ワ
ー
ク
「
ハ
ッ
ピ
ー
！
」
の

　
協
同
事
業
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
！
」
の

お
父
さ
ん
の
ヤ
キ
イ
モ
タ
イ
ム

全
県
一
斉
商
店
街
ま
つ
り

栗
橋
ひ
め
プ
ラ
ザ

協
同
組
合
イ
ベ
ン
ト

久
喜
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
女
性
部
作
品
展
示
会

埼
玉
県
美
術
展
覧
会

入
選
作
品
展

は
じ
め
て
の
方
の

よ
さ
こ
い
教
室

下
水
道
水
循
環
セ
ン
タ
ー

探
検
ツ
ア
ー

家
庭
介
護
講
座
（
食
事
編
）
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－

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

－

☎
21
・
５
３
５
４

－

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

－

☎
85
・
７
０
２
１

－
鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

－

☎
58
・
８
５
２
１

◆
子
ど
も
の
心
や
体
の
発
達
に
心

配
の
あ
る
親
の
集
い

日
時　
11
月
21
日
㈮　
10
時
〜
11

時
30
分

場
所　
鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
在
住
で
就
学
前
の
子

ど
も
の
心
身
の
発
達
に
心
配
の
あ

る
保
護
者

定
員　
20
人
（
申
込
順
）

申
込
開
始　
11
月
10
日
㈪

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

◆
骨こ

つ

粗そ

し
ょ
う
症
予
防
講
座
・
骨

の
栄
養
相
談

日
程　
①
12
月
４
日
㈭　
13
時
〜

15
時　
②
12
月
８
日
㈪　
９
時
〜

12
時　
②
の
み
１
人
45
分
程
度

場
所　
①
鷲
宮
総
合
支
所
４
０
７

会
議
室　
②
鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

①
講
座
「
か
く
れ
骨
粗

し
ょ
う
症
？　
と
そ
の
予
防
に
つ

い
て
」　

講
師
…
矢や

は
ぎ作

毅た
け
し

さ
ん

（
矢
作
整
形
外
科
・
内
科
医
師
）

②
個
別
栄
養
相
談
（
①
②
と
も
骨

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
あ
り
。）

対
象　
市
内
在
住
者

定
員　
①
50
人　
②
８
人
（
①
②

と
も
に
申
込
順
）

費
用　
無
料

申
込
開
始　
11
月
12
日
㈬

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　
消
費
者
と
し
て
注
意
す
べ
き
点

な
ど
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

日
時　
11
月
10
日
㈪　
14
時
〜
15

時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

会
議
室
２
・
３

テ
ー
マ　
「
く
ら
し
の
豆
知
識
〜

高
齢
者
の
消
費
者
被
害
に
つ
い
て
」

講
師　
大お

お

野の

木ぎ

美み

紀き

さ
ん
（
市
消

費
生
活
相
談
員
）

定
員　
50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　
無
料

問
合
せ　
生
活
安
全
課
市
民
生
活・

青
少
年
係
（
内
線
２
６
３
３
）

◆
健
康
体
操

日
時　
11
月
18
日
㈫　
13
時
〜
14
時

内
容　
「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　
11
月
19
日
㈬　
13
時
30
分

〜
15
時

内
容　
保
健
師
に
よ
る
血
圧
測
定・

尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
い
き
い
き
温
泉
ま
つ
り

日
時　
11
月
21
日
㈮　
10
時
〜
15
時

内
容　
利
用
者
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ

発
表
会
な
ど

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　
11
月
26
日
㈬　
10
時
〜
11
時

内
容　
パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　
小こ

林ば
や
し

靖や
す

子こ

さ
ん

※
各
催
し
は
、
60
歳
以
上
で
、
い

　
き
い
き
温
泉
久
喜
の
利
用
申
し

　
込
み
を
し
て
い
る
方
が
参
加
で

　
き
ま
す
。

◆
１
も
ち
つ
き
大
会

日
時　
12
月
７
日
㈰　
10
時

定
員　
80
人
（
申
込
順
）

費
用　
１
０
０
円

申
込
開
始　
11
月
16
日
㈰　
９
時

◆
２
幼
児
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
時　
12
月
18
日
㈭　
10
時

対
象　
幼
児
と
そ
の
保
護
者

費
用　
２
０
０
円

申
込
期
間　
11
月
16
日
㈰
〜
12
月

７
日
㈰　
９
時
〜
17
時

【
１
・
２
共
通
】

申
込
方
法　
費
用
を
添
え
て
、
児

童
セ
ン
タ
ー
へ

◆
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！

日
時　
12
月
７
日
㈰　
受
け
付
け

９
時
30
分
／
10
時
〜
12
時

場
所　
森
下
公
民
館

内
容　
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
、

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
と
手
品
、
サ

ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

※
き
ょ
う
だ
い
の
参
加
も
可

定
員　
60
組
（
申
込
順
）

費
用　
１
人
１
０
０
円

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

主
催　
久
喜
市
菖
蒲
母
子
愛
育
会

申
込
期
間　
11
月
10
日
㈪
〜
11
月

21
日
㈮

◆
発
育
を
促
す
親
子
遊
び

日
程　
12
月
14
日
㈰　
①
受
け
付

け
10
時
／
10
時
10
分
〜
11
時　
②

受
け
付
け
11
時
／
11
時
10
分
〜
12
時

場
所　
健
康
・
食
育
ま
つ
り
会
場

（
久
喜
総
合
文
化
会
館
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
・
研
修
室
３
）

内
容　
体
を
使
っ
た
親
子
遊
び
と

子
育
て
の
話

講
師　
木き

村む
ら

利と
し

行ゆ
き

さ
ん（
保
育
士
）

対
象　
市
内
在
住
で
、
①
１
歳
６

か
月
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
、
②
１
歳
６
か
月
以
上
３
歳
未

満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
き
ょ
う
だ
い
の
参
加
も
可

定
員　
各
10
組
（
申
込
順
）

費
用　
無
料

持
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
大
き

め
の
バ
ス
タ
オ
ル

申
込
開
始　
11
月
25
日
㈫　
９
時

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

保
健
セ
ン
タ
ー

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３

消
費
生
活
講
座

児
童
セ
ン
タ
ー

☎
21
・
８
１
８
１
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－

中
央
公
民
館

－☎
21
・
１
５
５
０

◆
第
16
回
し
み
ん
農
園
久
喜
収
穫
祭

日
時　
11
月
22
日
㈯　
９
時
30
分

〜
13
時
（
模
擬
店
は
10
時
か
ら
）

場
所　
同
農
園
久
喜

内
容　
農
園
利
用
者
が
収
穫
し
た

農
産
物
の
品
評
会
や
、
う
ど
ん
、

そ
ば
、
も
ち
等
の
各
種
模
擬
店

主
催　
し
み
ん
農
園
久
喜
収
穫
祭

実
行
委
員
会

問
合
せ　
農
業
振
興
課
農
業
振
興

係
（
内
線
２
８
６
３
）

◆
久
喜
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
事
業

　

「
人
権
講
座
」

日
時　
11
月
28
日
㈮　
10
時
〜
11

時
30
分

場
所　
鷲
宮
公
民
館
大
ホ
ー
ル

※
手
話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
す
。

内
容　
「
人
権
問
題
を
考
え
る
」

講
師　
小こ

杉す
ぎ

康や
す

博ひ
ろ

さ
ん
（
県
人
権

推
進
課
職
員
）

対
象　
市
内
在
住・在
勤・在
学
者

定
員　
１
０
０
人
（
当
日
会
場
先

着
順
）

費
用　
無
料

◆
ふ
れ
あ
い
鑑
賞
会

　
地
域
と
学
校
で
活
動
す
る
サ
ー

ク
ル
等
の
演
技
、
楽
器
演
奏
を
通

－

西
公
民
館

－

☎
25
・
５
３
２
１

し
て
子
ど
も
た
ち
の
情
操
を
高
め
、

地
域
と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

日
時　
11
月
22
日
㈯　
12
時
30
分

〜
14
時

場
所　
清
久
小
学
校
体
育
館

内
容　
久
喜
南
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
演
奏
ほ
か

－

中
央
図
書
館

－☎
21
・
０
１
１
４

◆
名
作
映
画
会

日
時　
11
月
15
日
㈯　
14
時

内
容　
「
花
咲
け
る
騎
士
道
」

（
１
９
５
２
年
フ
ラ
ン
ス
＝
イ
タ

リ
ア
作
品　
出
演
：
ジ
ェ
ラ
ー
ル・

フ
ィ
リ
ッ
プ
ほ
か
）
１
０
０
分

定
員　
50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

費
用　
無
料

　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
全
国
一

斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間
を
設
定
し
、
専
用

相
談
電
話
に
よ
る
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
程　
11
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰

８
時
30
分
〜
19
時

※
22
日
・
23
日
は
10
時
〜
17
時

専
用
相
談
電
話　
☎
０
５
７
０
・

０
７
０
・
８
１
０

※
通
話
料
が
掛
か
り
ま
す
。

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、
人

権
擁
護
委
員

そ
の
他　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
合
せ　
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課　
☎
０
４
８
・
８
５

９
・
３
５
０
７

◆
１
解
雇
・
賃
金
不
払
い
な
ど
の

　

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

電
話
相
談　
☎
０
４
８・８
３
０・

４
５
２
２　
月
〜
金
曜
日　
９
時

〜
17
時

休
館
の
お
知
ら
せ

　
中
央
図
書
館
は
、
特
別
整
理
等

た
め
、
11
月
24
日
㉁
か
ら
12
月
３

日
㈬
ま
で
休
館
し
ま
す
。こ
の
間
、

中
央
図
書
館
、
東
・
西
の
両
公
民

館
図
書
室
で
の
貸
し
出
し
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
特
別
整
理
期
間
中
は
、

中
央
図
書
館
所
蔵
の
資
料
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
お
よ
び
市
内
の

他
の
館
へ
の
取
り
寄
せ
も
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
中
央
図
書
館
正
面
玄
関

右
側
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は
、
図

書
・
雑
誌
・
紙
芝
居
の
返
却
に
限

り
期
間
中
も
利
用
で
き
ま
す
。

面
接
相
談　
月
〜
金
曜
日　
９
時

〜
16
時
（
予
約
不
要
）

◆
２
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談

面
接
相
談　
毎
週
水
曜
日　
13
時

30
分
／
15
時
（
い
ず
れ
も
約
１
時

間
／
前
日
の
午
前
中
ま
で
に
要
予

約
）

相
談
員　
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

【
１
・
２
共
通
】

場
所　
埼
玉
県
庁
第
２
庁
舎
１
階

申
込
み
・
問
合
せ　
埼
玉
県
労
働

相
談
セ
ン
タ
ー　
☎
０
４
８
・
８

３
０
・
４
５
２
２

※
各
相
談
実
施
日
は
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
き
ま
す
。

　
「
解
雇
・
雇
止
め
」
「
賃
金
の

引
き
下
げ
」
「
パ
ワ
ハ
ラ
」
「
団

体
交
渉
拒
否
」
な
ど
職
場
で
困
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
労
働

委
員
会
で
は
、
中
立
・
公
平
な
立

場
で
あ
っ
せ
ん
や
不
当
労
働
行
為

の
審
査
を
し
て
、
労
働
者
や
労
働

組
合
と
会
社
と
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。
手
続
き
は

簡
単
・
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
４
８
・
８
３
０
・
６
４
６
５

し
み
ん
農
園
久
喜

緑
風
館

公
民
館

市
立
図
書
館

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

労
働
相
談
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

労
使
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
労
働

委
員
会
が
お
手
伝
い
し
ま
す
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内　　　容 日時・日程 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談

11月19日㈬
13時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室、和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85－1111（内線215）

11月20日㈭
13時30分～15時30分

栗橋総合支所２階
第４会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎53－1111（内線322）

11月25日㈫
10時～12時

鷲宮総合支所４階
会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58－1111（内線318）

12月10日㈬
13時15分～16時15分

久喜総合文化会館
会議室

人権推進課人権推進係
（内線2321）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

日曜特設相談　11月16日・30日
各日曜日　10時～15時 市役所４階

相談室３
人権推進課男女共同参画係
（内線2322）11月21日、12月５日　各金曜日

13時～17時

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日８時30分から）

12月10日㈬
13時30分～16時30分

鷲宮総合支所4階
405会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

12月22日㈪
13時30分～16時30分

市役所４階
第５会議室

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

平成27年１月５日㈪
13時30分～16時30分

市役所４階
第５会議室

菖蒲総合支所４階
第３集会室

行政相談
（国の事務に関すること）

11月18日㈫
９時30分～12時

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
405会議室

11月18日㈫
13時30分～16時

市役所４階
第６会議室

菖蒲総合支所４階
第２集会室

消費生活相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活相談室

※来室の際は、必ずお問い合わせ
　ください。

消費生活相談室　☎22－3925
※相談時間外のお問い合わせは、
　生活安全課市民生活・青少年係
（内線2633）

特設消費生活相談 11月19日㈬
10時～12時／13時～16時

菖蒲総合支所４階
第２集会室

年金相談
【要予約】

11月19日㈬
９時～12時／13時～15時

栗橋総合支所２階
第４会議室

栗橋総合支所市民課
☎53－1111（内線215）

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所第二庁舎１階
建築審査課

建築審査課企画指導係
☎22－1111（内線175）

内職相談（あっせん） 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

商工観光課まで
お問い合わせください。

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3283）

子育て相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21－8596
くぷる　　☎55－1147
すまいる　☎59－7510　

児童相談 毎週月～金曜日（祝日・休館日を除く）
９時～16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21－8181
鷲宮児童館　　☎58－7054

育児相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

各市立保育園
※電話相談可

面接相談（学校生活、就学
等に関すること）
【要予約】

11月26日、12月10日
各水曜日　14時30分～16時 中央幼稚園 指導課指導係（菖蒲総合支所内

／内線346）

交通事故発生状況　９月　※(　)内は平成26年の累計
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数
55

（511）
１
（２）

８
（53）

68
（602）

258
（2,492）

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　９月　※(　)内は平成26年の累計
建　物 １（22） 急　病 294（3,078）
車両・船舶 １（４） 交　通 62（0,483）
その他 ０（27） その他 170（1,525）
火災件数 ２（53） 救急件数 526（5,086）

さくら☎21－0787／すみれ☎21－0120／ひまわり☎22－8246
あおば☎22－2566／中央☎23－6030／中央分園☎21－7870

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

市役所　☎ 22－1111／  22－3319●無　料　相　談

広報　くき　2014（平成26年）.1123



鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査
11月12日㈬　受付：13時～13時45分 平成26年７月生まれ
12月10日㈬　受付：13時～13時45分 平成26年８月生まれ

10か月児健康診査 11月14日㈮　受付：13時～13時45分 平成26年１月生まれ
１歳６か月児健康診査 11月26日㈬　受付：13時～13時45分 平成25年４月生まれ
３歳児健康診査 11月25日㈫　受付：13時～13時45分 平成23年７月生まれ
乳幼児健康相談 11月13日㈭　受付：13時～14時
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 11月28日㈮　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

食生活相談【要予約】
11月10日㈪　９時～12時

市内在住者
12月８日㈪　９時～12時

精神保健福祉士によるここ
ろの健康相談【要予約】 11月28日㈮　13時30分～15時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等

※家族などからの相談も可

　児童虐待は、子どもの人権を著しく侵害し、心身の発達や人格形成に重大な影響を
与えます。
　親が「しつけ」と思っている行為でも、現実に子どもの心や体が傷つく行為であれ
ば、それは虐待です。親の立場よりも、子どもの立場で判断することが大切です。

子育て中の方へ
　子どもは思いどおりにならないものです。また、子育
てには不安や悩みはつきものです。
こんなときは、迷わず相談を

・どうやって子育てしていいか分からないで悩んでいる
・子どもが言うことを聞かずいつもイライラしている
・思うようにいかず、つい子どもを叩いたり、怒鳴った
りしてしまう
・どうしても子どもがかわいく思えない
・夫やパートナーの理解が得られないなど

地域の皆さんへ
　子育て中の親の話し相手になったり、あいさ
つや声掛けをしたりするなど、親子が孤立しな
いように見守ってください。

連絡・相談・問合せ　子育て支援課子育て支援係（内線3282）／各総合支所福祉課（菖蒲・内線145／
栗橋・内線239／鷲宮・内線166）／中央児童相談所　☎048－775－4152

　周囲の皆さんの「気付
き」と連絡する「勇気」
が子どもだけでなく、虐
待をしてしまう親をも救
うことになります。

平成26年度「児童虐待防止推進月間」標語

「ためらわず　知らせてつなぐ　命の輪」

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です
－11月は児童虐待防止推進月間です－
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久喜・白岡休日夜間急患診療所
☎＆ 　21－9090
診療科目　内科・小児科
受付時間　診療開始30分前から終了30
分前まで
所在地　本町５－10－47（中央保健セ
ンター併設）
診療時間
○19時～22時…11月２日㈰・９日㈰・
16日㈰・23日㈰・30日㈰、12月７日㈰

○14時～17時、19時～22時…11月３日
㈷・24日㉁
※問い合わせは診療時間内にお願いし
ます。

●埼玉県救急医療情報センター
　（医療機関案内）
　☎048－824－4199
【24時間対応】
（歯科・精神科案内と医療相談は
除く）

●埼玉県精神科救急情報センター
（緊急的な精神科医療相談・医療機
関案内）
　☎048－723－8699
受付時間
月～金曜日…17時～翌朝８時30分
土・日曜日、祝日…８時30分～翌朝
８時30分

●大人を対象とする救急電話相談
　♯7000
　☎048－824－4199
受付時間　毎日…18時30分～22時30分

●小児救急電話相談
　♯8000
　☎048－833－7911
受付時間
月～土曜日…19時～翌朝７時
日曜日、祝日…９時～翌朝７時



事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 12月４日㈭　受付：13時～13時45分 平成26年８月生まれ
10か月児健康診査 12月３日㈬　受付：13時～13時45分 平成26年１月生まれ
１歳６か月児健康診査 11月21日㈮　受付：13時～13時45分 平成25年５月生まれ
３歳児健康診査 11月20日㈭　受付：13時～13時45分 平成23年７月生まれ

乳幼児健康相談 11月11日㈫、12月９日㈫
受付：９時30分～11時

離乳食のすすめ方教室
【要予約】 11月20日㈭　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

むし歯予防教室【要予約】 11月13日㈭　受付：９時～10時10分 平成24年５月～８月生まれ
ママ・パパ教室【要予約】 11月14日㈮・22日㈯ 出産予定日が平成27年２月～３月の妊婦とその家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
精神保健福祉士によるここ
ろの健康相談【要予約】 12月５日㈮　13時30分～15時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等

※家族などからの相談も可
不登校・ひきこもり家族の
つどい

11月10日㈪、12月８日㈪　14時～16時
場所：中央公民館 登校拒否・不登校・ひきこもりで悩んでいる家族

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 12月３日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成26年７月～８月生まれ
10か月児健康診査 11月18日㈫　受付：12時30分～12時50分 平成25年12月～平成26年１月生まれ
３歳児健康診査 12月10日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成23年７月～８月生まれ

乳幼児健康相談 11月10日㈪、12月１日㈪
受付：13時30分～15時

ママ・パパ教室【要予約】 11月13日㈭・25日㈫・29日㈯ 出産予定日が平成27年２月～５月の妊婦とその家族

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 11月28日㈮　９時～12時 市内在住者
健康体操 11月11日㈫、12月２日㈫　13時30分～15時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査
11月18日㈫　受付：13時～13時30分 平成26年７月生まれ
12月９日㈫　受付：13時～13時30分 平成26年８月生まれ

10か月児健康診査 12月２日㈫　受付：13時～13時30分 平成26年１月生まれ
３歳児健康診査 11月25日㈫　受付：13時～13時30分 平成23年６月26日～７月31日生まれ

乳幼児健康相談 11月10日㈪・26日㈬、12月８日㈪
受付：９時30分～11時

離乳食のすすめ方教室
【要予約】 11月27日㈭　10時～11時30分 ５～７か月児の保護者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時

ウオーキング体操 12月４日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

ダンベル体操 11月20日㈭　①９時30分～10時30分　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

多胎児のつどい（双子・三
つ子の保護者のつどい）

11月12日㈬　10時30分～11時30分
場所：栗橋地域子育て支援センター
　　　（くぷる内）

双子・三つ子の保護者

コアラ（障がいのある子ど
もの保護者のつどい） 11月21日㈮　９時30分～11時30分 心や身体にハンデのある子どもの保護者

わかちあいるーむ（精神障
がい者の家族のつどい） 11月20日㈭　13時30分～15時30分 精神障がい者とその家族

　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で参加
や受診を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、作業療法士、臨床心理士、言語聴覚
士による個別相談を実施しています。日程等については、各保健センターにお問い合わせください。

保健センターの保健事業 11月10日㈪～12月10日㈬（11月１日～９日は広報くき10月１日号に掲載）
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な
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業
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す
。
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遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●健康コーナー
中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021

栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521
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債権差し押さえの例示（銀行、生命保険、勤務先）

　税金は、福祉や教育、道路の整備をはじめ、市民の皆さんが安心して暮らせる環境づくりのための貴重な財
源です。税負担の公平性および税収入を確保するため、久喜市をはじめ県内63市町村と埼玉県では「滞納整理
強化期間」を設定し、「ストップ！　滞納」を合言葉に徴収対策を推進します。
問合せ　収納課徴収係（内線2741）／各総合支所税務課（菖蒲・内線131／栗橋・内線205／鷲宮・内線142)

納期内納税にご協力ください
　税金は、定められた納期（納期限）までに自主的
に納めていただくものです。税金を滞納すること
は、納期内に納税している大多数の方との公平性を
欠くことになり、本来の税金の他に「延滞金」を納
めることにもなりますので、納期内に納めましょ
う。
◆口座振替をご利用ください

　ご指定の預貯金口座から自動的に振替ができます
ので、納め忘れや納めに行く手間がなく、とても便
利です。安全・確実に納めることができる口座振替
をぜひご利用ください。
◆日曜日でも納税ができます

　日曜開庁では、本庁舎４階で納税や納税相談を行
うことができます。ただし、年末年始（12月28日～
１月３日）、その他庁舎および設備の保守管理など
により開庁しない場合もありますので、事前にお問
い合わせいただくか、市ホームページをご覧くださ
い。

お早めにご相談ください
　災害や病気等のやむを得ない事情により、納税が
困難な方は、納税相談を受け付けています。早めに
収納課または各総合支所税務課へご相談ください。

税負担の公平性を確保するために、滞納
処分を行っています
　納期限を過ぎても納税が確認できない方には、督
促状や催告書でお知らせしていますが、それでも納
めていただけない場合は、滞納処分（差し押さえ）
を行います。

◆滞納処分までの流れ

①納期限経過
②督促状の発送
③催告書等の発送
④財産の調査
・預金
・生命保険
・勤務先への給与調査
⑤滞納処分（差し押さえ）

11月から平成27年1月までは

滞納整理強化期間です
ストップ！滞納ストップ！滞納
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